温もりある)明日のために 

取扱説明書 Paloma 


ビルトインコン□くシステムキッチン用コン □> 


PD-N56WV-R 

PD-N56WV-L 

PD-N56W-R 

PD-N56W-L 



家庭用 保証書付 ガス機器防乂性能評定品 


◎両面焼さ水なしグリル 

◎八イパーガラスコートトッププレート/ガラストッププレート 
◎機能選択モード付さ（揚げもの-湯沸かし-炊飯機能） 


〇 全ロセンサー搭載 



このたびはガスビルトインコン□をお求めいただきまして、ありびとうございまず。 


•正しく安全にお使いいただくために、ご使用前にこの「取扱説明書」を必ず最初から順番にお読みいたださ、 
よく理解してくださるようお願いいたします。 

•この「取扱説明書」をいつでちすぐに取り出せるところに大切に保管しておいてください。 

また、この「取扱説明書」の裏表紙び「保証書」になっています。保証期間、保証内容などを確認のうえ、 
大切に保管しておいてください。 

隹この取扱説明書の他に工事説明書びあります。機器の移設、取り替え、修理の際に必要となりますので取扱 
説明書と一緒に大切に保管してください。 

•この機器は家庭用ですので、業務用のような使い方をされますと著しく寿命び縮まります。 

•この機器は国内専用です。海外では使用でさません。 

•取扱説明書を紛失された場合はお近<のパ□マまでお問い合わせ<ださい。 



















o 全ロセンサー搭載 



すべての方にもっと安/こ\して、もっと便利に、もっと笑顔で料理を 
楽しんでいただくために、ガスコン□が進化しました。 

安/こ\ (Safety ) 、便利 （ Suppo け）、笑顔 （Smile) を約束する、 
賢い （intelligent) 温度センサーをすべてのコン□に搭載した 
進化したスマートなコン □「Si センサーコン□」です。 


す 


おまかせ機能で調埋を楽し<、まなに 


200で 


]00で 


'優） 

1^290 




いつちより高い溫度が必要な調理に 


高温げめ機能使用時 


あぶり料理や煎りをの料理など、 
より高温び必要な料理に使用。 

約29日での高温調理びでさます。 





通常使用時 


センサーが温度を検知し弱乂-強乂を繰り返す 

異常過熱防止機能 【早切れ防止機能】 

鍋底び約25日で（高温炒め機能使用時は約29日で）になると 
自動で弱乂-強乂を繰り返して乂力を調節して温度をキープ。 


「ついうつかり」をフオ□一 

焦げごを消义機能 


自動火力調節開始より約30分後消火 


* ご使用中に Si センサーコン□の安全機能によって、火力びルさくなったり、 
消火することびありますび、機器の故障ではありません。 


〔時間1 






































よくある質問を 


を<じ 


を^チェック// 

/>点义ポタンを巧しても 
よ一曲が]、なぃ 


乾電池を確認してください 

乾電池び消耗すると乂びつさません。 


各部のなまえ- 3 

特長と便利機能 . 已 

安全機能-日 

ま全なご使用のために 

安全上のご注意 

使用時に必ずお守りください-7 
設置について-15 


乾電池の交換は…20ページ参照 


/|勝手に乂び小さくなったり、 
えたりずる 



安全機能が働いていまず 

センヴーの温度び上昇すると自動で乂力を切り 
替えて高温になりすざることを防止しています。 
さらに温度び上昇したり、自動乂力調節開始後 
約30分経過すると安全のため消乂します。 

* 高温炒め機能を使用しているとさち同様です。 

一 S 6 ぺージ参照 



ご使用前に確認ください 

部品の取り付けと取り外し……] 7 

乾電池の交換方法-20 

コン□をご使用の前に-21 

使いかた 

コン□の使いかた（基本の操作） -23 

煎りもの.炒めをのをする-25 

(高温炒め機能） 

コン□タイマーを使う -27 

揚げちのをする-29 

(機能選択モード） 

お湯を沸かす-31 

(機能選択モード） 

ごはん.おかゆを炊く -33 

(機能選択モード） 

グ IJ ルの使いかた-37 

各種設定の変更-41 

(カスタマイズ機能-さらに安^^モード） 

長くご利用いただくために 

曰常点検とお手入れ-46 

よ<あるご質問-己3 

ブヴーが鳴ってこんな表示び出たら -61 

保管と アフターサービス -63 

仕様-65 

保証書-裏表紙 
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各部のなまス 

取扱説明書中の図は PD - N 己 6 WV-R • PD - N 己 6 W - R のご紹介となっております。 
PD - N 56 WV-L - PD - N 己 6 W 丄は、強乂カバーナ-操作部び左側、標準バーナ-電池ケース’ 
電池交換サインびち側についています。 



图 


標準バーナ用 
点火確認ランプ 


ルバーナ用 
点火確認ランプ 


グリル用 
点火確認ランプ 


強火カバーナ用 
火力調節つまみ 



3 


電池ケース 




































































































































ーナ部拡大回 


強乂カバーナ-標準パーナ 


ルバ ーナ 



炎検出部 
(立消え安全装置） 


電極 

(点火プラグ） 



* ルノ くーナは炎検出部の位置び異なります。 


操作部拡大回 



■操作部の開けかた 

操作部のつまみを持って手前に開いて<ださい。 


◎ PD - N 己 6 WV-R • PD - N 己 6 W - R の操作部（強火カバーナがち側の機器) 


湯沸かし表示ランプ 
揚げもの温度表示ランプ 


高温炒め コン□-グリルタイマー 

表示ランプ表示ランプ 



タイマー表示部 


おかゆ-ごはん 
表示ランプ 


「一」「+」スイッチ 


炊飯スイッチ 


揚げちの温度 
選択スイッチ 


コン□タイマー 
選択スイッチ 


湯沸かしスイッチ高温炒めスイッチ 


◎ PD - N 己 6 WV 丄. PD - N 56 W 丄の操作部（強乂カバーナが左側の機器) 
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特長 

■ツイン シール ド バーナ (強乂 カバーナ J )( 標準 バーナ ；） （ルバ ーナ J ) 


従来のコン□に比べ受け皿びなく、お手入れび簡単です。コン□バーナ周りとバーナリング周りの 
両方をパッキンで密閉し、万が一ふさこぼれてち煮汁の浸入を防ぎます。 

■らくグリル «!1 


水のいらない両面焼きワイドグリルで、大きめの食材ち素早く、こんびり焼き上げます。グリルを 
従来より長く引さ出せるため、食材の出し入れち楽々。 

グ IJ ル受け皿-焼網はお手入れしやすいコーティング加工、グリルサイドカバーは左ち共通で簡単に 
着脱してお手入れでさます。 

■トッププレート 


八イパーガっスコートトッププレート：美観性に加えて万び一の衝撃にち強い素材です。 
ガラストッププレート：美観性び高く、鏡のよラな光沢びキッチンを美しく演出します。 


便利機能 

■タイフ— 機能 (強乂 カバーナ ）（ 標準 バーナ ）（ ルバー ナ ） dB 


コン□はいずれか1ケ所で！〜99分まで設定でさます。グリルは！〜1己分まで設定でさます。 
設定した時間び経過すると自動消火し、ブヴーでお知らせします。 


カスタマイズ機能 （41 ページ) 


[ ータイマー終了のお知らせ音をブヴー音からメ□デイに変更することもでさます。 "] 


■高温げめ機能 り歓カバ-ナ ：) 


煎りをの料理など高温び必要な調理の場合にご使用ください。高温炒め機能をご使用時を異常過熱 
防止機能び働さ、高温になり過ぎたとさや、自動火力調節開始から約3日分を過ざると消火します。 


■機能選択モード C 強乂カバ-パし標準パーナ ） 


「揚げもの」「炊飯」「湯沸かし」調理時に自動的に火力を調節したり、消火することのできる 
機能選択モードび付いています。 



已 












































まき機能 

■立消えま全装置 (強义カバ-ナ） ( 標準バーナ ) (ルバーナ ） miUHB 


風や煮こぼれなどで炎び消えたときに自動的にガスを止めます。 


■天ぷら油過熱防止機能 C 強乂カバーナ) C 標準バーナ )CMED 


調理油の過熱を防止するために、温度センサーび消火温度に近付くと自動的に火力を調節します。 
この状態び約3日分続くか、または弱火の状態でち温度の上昇び続くと、自動で火び消えます。 
(ルバーナは自動で火力調節は行いません。） 


■消し忘れ消义機能 C 強义カバーナ) C 標準バーナ )CMED miam 


万一の消し忘れのために、点火後最大でコン□は約12日分、グリルは約1日分で自動消火します。 


カスタマイズ機能 （41 ページ) 


[ー コン□は 自動消乂するまでの時間を] 日 分〜9 日 分 （1 日 分間隔） に 変更することもできます。] 


■焦げつさ消义機能 C 強乂カバ-パ C 標準 バーナ ）c ルバーナ^ 


煮物などの調理時に鍋底が焦げつさはじめると自動的にガスを止め消火します。 
(鍋の材質、調理物の種類、乂力によって焦げの程度は異なります。） 


■異常過熱防止機能【早切れ防止機能】 G 歓カパ-ナ） L 標準パ-ナ 


炒めちの調理-焼さちの調理など比較的温度の高い調理や、 
鍋のから焼さをしたとさに、弱乂な強乂と火力を自動調節 
し、鍋などの異常過熱を防止します。この状態び約3日分 
続いた場合、または弱火状態でを温度センサーび更に高い 
温度になった場合は自動消火します。 


強乂 弱乂 強乂 


カスタマイズ機能 （41 ページ) 


^高温での調理び続ぃた場合、約3日分で自動消乂する設定を約]日分に変更することちでさます。 I 


■グリル過熱防止機能 


魚などの調理物を入れずにから焼さした場合や、グ IJ ル庫内の温度び異常に高くなった場合に 
自動的にガスを止め、消火します。 


■操作ボタン戻し忘れお知らせ機能 (強乂力 A - ナバ mmn - t ) mmm 


湯沸かし機能、炊飯機能、コン□タイマー機能、グリルタイマー機能び作動し自動消火した場合や、 
安全装置び働さ自動消乂したとさに、操作ボタンを戻し忘れると、1分毎に"ピー-ピー-ピー"と 
3回ブヴーび鳴り、お知らせします。また、点火確認ランプを点滅させてその箇所をお知らせします。 
操作ボタンを押し戻してください。 


■フレームトラップ【グリル排気口遮炎装置】 


万ーグリル庫内で炎び上がってを、フレームトラップびグリル排気□より炎びあ店^れ出すのを抑制し、 
火災を未然に防ざます。 
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巧を上のご注意 りま用時に必ずお守りくださし、) 


製品を正しくお使いいただくためや、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止する 
ために必ずお守りいたださたいことを次のように説明しています。 

下に示す表示と 意 巧をよく理解してから本文をお読みください。 


A ち巧 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死こ、重傷を負う危険、 

または乂災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負う可能性、 

または乂災の可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び軽傷を負ラ可能性や物的損害 
のみの発生び想定される内容を示しています。 


■絵表示について次のような意味びあります。 



义気禁止 分解禁止 

この絵表示はしてはいけない「禁止」の内容です。 

A 


この絵表示は気をつけていただきたい「注意喚起」の内容です。 

注意 

発义注意 


〇 


この絵表示は必ず行っていたださたい「強制」の内容です。 

必ず行う 

換気必要 



A ち巧 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死じ、重傷を負う危険、 
または火災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 


■ガス漏れ時使用厳禁 


义気禁止 


ガス漏れに気づいたときは一 

■ガス 事業者の処置が終わる までの 間、絶巧に乂をつけない 
■電気器具（換気扇その他）のスイッチの入/切をしない 
■電源プラグの抜き差しをしない 
■周辺で電話を使用しない 

^炎や乂花で引乂し、爆発事故を起こすことびあります。 



〇 

必ず行う 


■ずぐに使用を中止ずる 

①すぐに使用をやめ、ガス栓を閉める。 
③窓や戸を開け、ガスを外へ出す。 

③お近くのガス事業者（供給業者）に 
連絡する。 
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A 警告 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負う可能性、 

または火災の可能性び想定される内容を示しています。 



■使用中は… 

^ ■义をつけたまま機器か5絶対に離れない、就寝、外出をしない 


•調理中のちのび異常過熱し乂災の原因になります。 

特に天ぷらや揚げをのをしているときはま意してください。 

•グ U ルを消し忘れると調理中のものに乂びつくことびありますので注意してください。 
♦電話や来客の場合は必ず火を消してください。 


■コン□使用中は身体や巧服を炎に近づけない 

衣服に炎び移ってやけどのおそれびあります。また、 

温度センサーび作動して炎び自動的に大さくなったり、 
風で炎びあおられて鍋底からあ/れ、衣服に移ること 
びありますのでま意してください。特にコン□の奥に 
手をのばすとさは注意してください。 



■機器の上や周囲には可燃物や引义物を置かない、近づけない 
また、引义物を使用しない 

ガスコン□の近くには一 
■爆発のおそれのあるものを置かない 

ペットボトル、調理油などは乂災の原因になります。また、スプレー吿やカセット 
コン□用ボンベなどは、熱でスプレー吿内の圧力び上がりスプレー吿び爆発するおそれ 
びあります。 

■引乂のおそれのあるものを使用しない 

スプレー、ガソ U ン、ベンジンなどは、引火して乂災のおそれびあります。 



^ ■グリル排気口の上に 
じ y ふさんや鍋をのせたり、 

^と アルミはくなどでふさび 

ない 

不完全燃焼による一酸化炭素 
中毒や乂災、機器焼損の原因 
になります。 


S) 

禁止 


V 


■ トッププレートに衝撃を加えない、トッププレートの上に乗らない 

トッププレートび破損し、異常過熱や乂災の原因になります。破損したとさは、 
お買い上げの販売店かお近くのパ□マまでご連絡ください。 


N 
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まを上のごま意 (使用時に必ずお守りくだをし、) 


A 警告 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負う可能性、 

または乂災の可能性び想定される内容を示しています。 

f N 


■コン□には… 

^ ■コン□を覆うような大きな鉄板類や鍋は使わない 

不完全燃焼や機器の異常過熱、ごとくの変形、 

トッププレートの損傷の原因になります。 



■市販の補助具は使用しない 


•補修用性能部品および補助具は当社の純正部品外は使わないでください。それ外 
のちのを使用した場合の機器の故障、事故については、当社では責任を負いかねます。 
•市販の補助具（省エネ性をうたった補助具、市販のアル S はく製しる受け皿など）を 
使用しないで<ださい。一酸化炭素中毒や、 

異常燃焼、点乂不良のおそれびあります。 

また、温度センサーび働さ消乂したり、 

トッププレートやごとくの変色、変形の 

原因にち)なります。 省エネごとく ノ 二^を nf 




■焼網は使用しない 

トツププレートに落ちた油などび発乂したり、 
機器の異常過熱のおそれびあります。 



禁止 


■グリルには… 

■グリル受け皿にはグリル石や 
グリルシート、水を入れない 


機器の損傷や乂災など思わめ事故の 
原因になります。 



■脂びをく出る調理では、グリル焼網の上や下に 
アルミはくを敷かない 

アルミはくの上に脂びたまり、過熱され発乂するおそれびあります。 

■グリル庫内に食品くずやふきんびないことを確認する 
■グリル扉に魚などをはさんだまま使用しない 

使用中に燃えることびあります。使用前に庫内を点検してください。 
* 取り除く際はケガをしないよ5にま意してください。 


〇 ■グリルを使用後および連続使用の場合はグリル受け皿にたまった脂を 
取り除く 

必ず行う 

たまった脂に乂びついて乂災のおそれびあります。 
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o 


必ず行う 


Q 


禁止 


〇 


必ず行う 


■点义-消义の確認 

•点乂時は 

乂がついたことを確認ずる 
•消乂時は 

操作ボタンを消乂の状態に 
戻し、乂が消えたことを 
確認してガス检を閉める 

消し忘れによる乂災の原因に 
なります。特にグ U ルは消し 
忘れしやすいので必ず乂び消 
えたことを確認してください。 


〇 

必ず行う 

■異常時.緊急時の処置 

①点乂しない場合または、使用中に 
異常な燃焼、臭気、異常音を感じ 
た場合、使用途中で消乂した場合、 
地震、乂災など緊急の場合はただち 
に使用を中止し、ガス栓を閉じる。 


②「よくあるご質問」に従い処置する。 


③上記の処置をしてち直らない場合は 
使用を中止しお買い上げの販売店か 
お近 < のパ□マまで連絡する。 







禁止 


■高温げめ機能を使用中は揚げもの調理を 
しない 

調理油び過熱され発乂のおそれびあります。 


■揚げもの調理のときは… 

■冷凍食材を鍋の底面中央に密着させた状態で揚げもの調理をしない 

鍋の底面中央（温度センサーの接触位置）に冷凍食材び密着した状態で揚げわの調理 
をすると、温度センサーび鍋底の温度を正しく検知しないため、発乂するおそれびあ 
ります。食材は中央部を避けて置いてください。 



調理油 


^ 〇 

] 禁止 

冷凍食材を鍋の底面中央（温度センサーの接触位置）に密着させない 


■複数回使用した調理油で揚げもの調理をしない 

何回ち使用して茶褐色に変色した調理油、にごった調理油、揚げカスなどび沈んだまま 
残っている調理油は使用しないでください。発乂び起こりやすくなる場合びあります。 

■揚げずぎない 

豆腐などの水分の多いちのや、衣つさのコ□ッケなどの破裂しやすいわのは特に注意し 
てください。揚げすざると油び飛び散り、発乂ややけどのおそれびあります。 

■揚げもの調理は食材全体び十分につかるまで調理油（必ず200 mL 
似上）を入れて行ラ 

調理油の量び少なかったり、減ってさたりすると、温度センサーび働かず、発乂する 
おそれびあります。特にフライパンなどの底び広い鍋で揚げちの調理をする際は、食材 
全体び調理油に十分につかっていないと発乂するおそれびあります。 




食材- 
調理油 






食材全体び十分につかるまで 


〇 

必ず行う 
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まを上のごま意 (巧用時に必ずお守0 < ださい) 


A 注意 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び軽傷を負う可能性や物的損害 
のみの発生び想定される内容を示しています。 

f N 


Q 


禁止 


■使用中や使用直後は… 

■操作部-操作ボタン-つまみ-グリル取っ手似外は触5ない 

•やけどのおそれびあります。 

•グ U ルのみ使用してちグ U ルバーナの炎や排気の熱によりトッププレートは熱< 
なります。触らないように注意してください。 

■熱くなったグリル扉ガラスに衝撃を加えたり（グリル扉の落下も 
含む）キズをつけたりしない 
また、使用中や使用直後に水をかけない 

ガラスび割れてやけどやケガをする原因になります。 

■点义操作時や使用中はバーナ付近に触れたり、顔を近づけたりしない 

熱や炎でやけどをするおそれびあります。 


© 

換気必要 


■使用中は必ず換気する 

■閉めきった部屋で長時間使用しない 
■使用中は窓を開けるか換気扇を回ず 


一酸化炭素中毒の原因になります。 

* 自然排気式給湯器および風呂蓋を同時に使用する場合は、換気扇を回さず窓などを 
開けて換気してください。換気扇を回すと自然排気式給湯器および風呂蓋の排気ガス 
び屋内に流れ込み、一酸化炭素中毒のおそれびあります。 


ベ^ ■調理似外の用途には使わない 
じソ ■巧類（ふきんなど）の乾燥 
禁止 などに使用しない 

衣服の乾燥や練炭の乂起こしなどを 
すると、過熱•異常燃焼による機器 
焼損や乂災の原因になります。 



■窓か5吹き込む風や冷暖房 

機器の風、扇風機の風などを 

禁止 

機器にあてない 


安全機能が正し < 働かず機器焼損や 
作動不良の原因になります。 





冷 
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■コン□使用時には… 

Qy ■ごとくをはずして使用しない 

鍋などを直接こんろにおいて使用しないでください。不完全燃焼や機器焼損のおそれ 
びあります。 

■片手鍋-底び凹んだ鍋-丸い鍋-底びすべりやすい鍋-径の小さい 
鍋などは不を定な状態で使用しない 

片手鍋などは、調理中に鍋の/たを取ったり、水分の蒸発 
などにより調理物の重さび軽くなると温度センサーの力に 
より押し上げられ、傾いたり、ずれ落ちる場合びあります 
ので必ず取っ手を持ちなびら調理して<ださい。 

A ■やかん、鍋などの大きさに合わせて义力を調節する 

必ず行う 乂力び強すざると、やけどのおそれや鍋などの取っ手び破損する原因になります。 



■中華鍋などの底の丸い鍋は、取っ手を持ちなび5使用する 

不安定な状態で使用すると、鍋び傾いて調理物び体にかかるなどしてやけどの原因に 
なります。 


禁止 


■片手鍋やフライパンなど、重むび片畜った鍋は不を定な状態に 
な5ないよう、取っ手をごとくのツメ方向に合わせる 

取っ手を持って使用する、取っ手を機器の 
前面からはみ出さないよ5に向けて置くなど、 

安定した状態で使用して < ださい。 


取っ手とごとくのツメの 
方向を台わせる 



ごと<のツメ 


■コン□には石焼きいもつぼなどの空焼きをする調理具は使用しない 

異常過熱による機器損傷の原因になります。 


^ ■幼ぃお子様 
じソ だけでち虫ら 

禁止 せない 

やけどやけびなど 
思わめ事故の原因 
になります。 


( r \ ■グリル扉に重いものを乗せたり、強い力を 
じゾ 加えたりしない 

^と グリル扉び外れ、ケガや機器破損の原因になります。 

^ ■この機器の点义装置似外の方法では点义 
しない 

^ やけどをするおそれびあります。 

■点义操作をしても点义しない場合は操作ボタンを戻して、周囲のガス 
化 びなくなってか5再度点义操作をする 

すぐに点乂操作をすると周囲のガスに点乂して衣服に燃え移ったり、やけどをするおそ 
了3 れびあります。繰り返し点乂操作を行うとグ U ル庫内にガスびたまる場合びあります。 

グ U ル庫内のガスびなくなってから顔などを近づけないで点乂操作をしてください。 
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まを上のごま意 (巧用時に必ずお守0 < ださい) 


A 注意 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び軽傷を負う可能性や物的損害 
のみの発生び想定される内容を示しています。 

' N 


s 


禁止 


■グリル使用時は… 

■グリル使用時は魚を焼きすぎない 

魚に乂びつさ機器焼損の原因になります。 


万一、グリル使用中に調理物や脂に乂がついたとさは， 


① 操作ボタンを押して消乂状態にする 

② 乂び完全に消えるまでグ IJ ルを引さ出さない 

頂)消 乂後、点検を依頼ずる J 

■グリル使用中はグリル扉を開けたままにしない 

あ/3\れた熱気により、トッププレートやつまみ-ボタン等び過熱されやけどや変色， 
変形の原因になります。 

■グリル使用中、使用直後にグリル扉を開けた状態でコン□操作をしない 

熱くなったグ U ル扉に手び触れてやけどをするおそれびあります。 

■グリル受け皿を勢いよく出し入れしない 

ゆっくり出し入れしてください。使用中、使用直後に勢いよく引さ出すと脂び高温 
になっているためやけどをするおそれびあります。 

■魚を裏返すときなどは、手や腕びグリル扉やガラスに触れない 
ようにを意する 

•やけどのおそれびあります。 

の■鶏肉などの脂の多い食材を焼くときはま意する 

飛び散った脂に引乂してグ U ル庫内で調理物び発乂するおそれびあります。 

焼さ具合を見ながら乂力を調節してください。 


A 


注意 


■異なる食材（焼さ上げの早い 
食材、遅い食材）を同時に 
焼くときは注意する 

焦げたり、発乂するおそれびあります。 



( \ 

Q ■排気口に手や顔を近付けない 
■鍋の取っ手などを排気口に 
向けない 

高温の排気熱び出ているため、やけどや 

取っ手び焼損をするおそれびあります。 

V J 
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〇 

必ず行う 

\ 

■グリル受け皿を持ち運びする 
際は、中の脂びこぼれない 
ように注意する 


使用中、使用直後は脂が高温になって 
いるためやけどをするおそれびあります。 


■機器の点検-お手入れずるときは… 

〇 ■必ず手袋をして行う 

■グリル庫内や本体内部をお手 
了" 入れする際は各部品の突起物 

等に注意する 

手袋をしないでお手入れすると機器の 
突起物などでけがをすることがあります。 

■パーナキャップを水洗い 
したとさは水気を十分 
ふき取る 

水滴びバーナに残り目づまりし、 

点乂不良になることがあります。 


〇 

必ず行つ 


■突沸現象にミち意する 

カレー、 S —トソースな どの 
とろみのある料理や、みそ汁 
などを煮たり温めたりするとさ 
は突沸に注意してください。 


【突沸現象について】 

突沸現象とは、突然に沸騰する現象です。水、 
牛乳、豆乳、酒、みそ汁、コーヒーなどの液体 
を温めるとさに、ささいなさっかけ（容器を 
ゆする、塩、砂糖などを入れる）で生じます。 
直乂でこれらを温めるとさにも起さることび 
あ0ます。 

この現象び調理中に起さると、鍋びはねあびっ 
たり、高温の液体び飛び散るため、やけどや 
けびをするおそれびあります。 

【突沸現象の予防方法】 

参カレー、 S — トソースなどのとろみのある 
料理やみそ汁などの汁物の温めは弱火で 
かさ混ぜなびら加熱する。（強火で急に加熱 
しない。） 

♦熱々の汁物に塩、砂糖などの調味料を入れる 
場合は、少しさましてから行う。 

•鍋の大ささにあった火力で加熱する。 


おねがい 


f \ 

■この製品は家庭用ですので業務用のよラな使用をすると機器の寿命び著しく短くなります。 

この場合の修理は保証期間内でを有償となります。 

■使用中をとさどさ正常に燃焼していることを確認してください。 

■燃焼中、ガス栓を操作しての消乂はしないでください。 

■初めて使ラとさやしばらく使わなかったとさなど点火しにくい場合びあります。配管内に空気び 
入っているためです。繰り返し点乂操作してください。 

■トッププレートの上で IH ジャー炊飯器、卓上型 IH クッキングヒーターなど電磁誘導加熱の調理機器 
を使わないでください。磁力線により機器び故障する原因になります。 

■調理中に鍋をのせかえるとさは、必ず火を消してください。 

■煮こぼれに注意し、乂力調節してください。 

煮こぼれび機器内部に入った場合や、トッププレート、ごとく、バーナなどに煮こぼれび焼さつく 
と機器を傷めるおそれびあります。 

■弱乂でご使用の際、キッチンのキャビネット扉は静かに開閉してください。あまり強く開閉すると 
消火することびあります。 

■熱くなった鍋などをトッププレートのラベルの上に直接置かないでください。ラベルび熱で変色し 
たり、損傷したりすることびあります。 

■機器を取り替えた場合、旧機器は専門の業者に処理を依頼してください。ちし、お客様で旧機器の 

処理をする場合、乾電池を取り外してから正規の処理を行って<ださい。 

\ _ / 
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まを上のごま意 馈置について) 


A 警告 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、 

または火災の可能性び想定される内容を示しています。 



〇 


必ず行う 


■機器の銘板に表示してあるガス種（ガスグループ）の適合を確認する 

•表示のガス種び一致しないと不完全燃焼による一酸化炭素中毒になったり、異常着火 
でやけどをしたり、機器び故障する場合びあります。 

•特に転居した場合は必ずガス種び一致しているか確認してください。 

* 銘板は機器内部のち側面に貼ってあります。グ U ル排気□受けを奥にずらしてご確認 
ください。ガスの種類びわからない場合または合っていない場合はお買い上げの販売 
店かお近くのガス事業者（供給業者）までご連絡ください。 

* 機器前面の電池ケース/たを開けると機器情報シールび貼ってあります。 

機器のガス種（ガスグループ）を確認することびでさます。 


【例】機器情報シール （ LP ガスの場合） 


【例】銘板 （ LP ガスの場合） 


©ロロ© 

アルカリ単1お2個 


PD-N 己 6W-60C-R 
LP ガス用 9.52kW 

ネネホーホホホホネネ 


ガス種（ガスグループ ）） 


(ガス種（ガスグループ） 

銘板 


器具が PD-N 已 6W-60C-3 


LP ガス用 

ネネ.ネネーネネネ 


-ガス消費量 


-製造番号 


9.52kW 


ネネネ 


機器情報 
シール 




-型式名 

グリル排気□受け 
ビス(ちち両側にあります） 


分解禁止 

■絶対に改造-分解は行わない 

水卜が j 枠 f ~ よス 而がイレ _7 :民わ Tit ^ — 


® ， 

分解禁止 

\ 兀王ん 1、、/*冗1し cK ぷ g 欠1こ糸 H - ノ」ィ L/cK (_ ^ ^ 

思わめ事故や故障、乂災の原因にな0ます。 q 

^ 可 








〇 

必ず行う 


■機器の設置（付帯工事） 

機器の設置-移動および付帯工事はお買い上げの販売店に依頼し、安全な位置に 
正しく設置してご使用ください。 




■ねじ接続 

この機器のガス接続工事は専門の資格*技術び必要です。お買い上げの販売店に 
依頼してください。 

V V 


〇 

必ず行う 


■設置場所 

工事説明書に従って正しく設置してあることを確認ください。 

* 設置後に、機器の周囲の改装（吊り戸棚をつけるなど）を行う場合ち設置基準を 
お守りください。 


ノ 
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o 

必ず行う 


■離隔距離について 

周囲に可燃物 （木製などの可燃性の壁、ステンレス板や薄いタイルなどの不燃材を 
可燃性の壁に直接貼り付けた壁、たななど） のある場合 

•可燃物と器具は下の表にある離隔距離を離す 
•表の離隔距離びとれない場合は、防熱板を取り付ける 
(本体寸法の幅は6日ページの「トッププレートの種類」を参照ください。） 


本体寸法 
の幅 

可燃物か5の離隔距離 （ cm ) 

上方 

側方 

前方 

後方 

目日 cm タイプ 

80 ii (上 

] 己じ(上 

] 己上 

己上 

7已 cm タイプ 

80 ii (上 

7.5 ii (上 

] 己上 

己上 


8 日 cmliLb 


1 己 cm じ(上 
( 7 .日 cmliLb ) 

I ィ 

I 




1 已 cm じ(上 
( 7 .日 cmli (上） 


曰 cmliLb 


1 J f] Si n 

け 

物/ 

r / 

の 

r 


〇 

必ず行う 


* () の寸法は本体寸法の幅び 7 己 cm タイプの場合です。 


I 防熱板について 


別売の防熱板 A 、 目 、 S ( 「別売部品のごあんない」64ページ参照）または金属外の 
厚さ 3 mr 7 UU 上の不燃材を図のように取り付けてください。 

* 防熱板 A 、 目、 S を壁に設置する場合は、壁とトッププレートとの隙間び2己 mm じ(上 
必要で、取り付け方法は壁にネジ止めとなります。 


本体寸法の幅が 60 cm タイプの場合 


グリスフイルター 



側面-背面 


防熱板巨 

隙間う 
1 cmlU 上 


防熱板 A 



隙間 1cm 
上 


OcmlU 上 


隙間を設ける 
ただしトップ\ 
プレートより 
隙間が高<な 
らないこと 


本体寸法の幅が7日 cm タイプの場含 


側面-背面 


グリスフイルター 


目日 cm じし b 


y 


60cm . 


似上 
ス日 cm 


金属外の不燃材 


( 3mmlU 上） 


防熱板巨 

隙間う 
1 cmlU 上 


防熱板 A 




日 cmlU 上 


7 . 5cnnm ± 



OcmlU 上- 


隙間 1cm 
lU 上 

防熱板 S 


手 

隙間を設ける 
ただしトップ\ 
プレートより 
隙間が高<な 
らないこと 
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部品の取り付けと取 0 かし 

◎工事説明書と台わせてご覧になり、工事説明書通り正しく設置されていることをご確認ください。 

バーナキャップやごとくなど、正しくセットされていることを確認してください。 


リル排気□カバー 


r - 指かけ用の穴を 
外側に向ける 



指かけ用の穴を外側に 
し、トッププレート 
後方のくぼみにセット 
してください。 



グリル扉-グリル受け皿台 
グ U ル受け皿•焼網•焼網台 

J 


一] 9ぺージ参照 


巧電池の交換方法 


一三日ぺージ参照 



リルサイドカ八 I 



•浮さや傾さびないよラに 
セツトしてください。 
グリルサイド カバーは 
左ち共旌です 0 


取り外しかた 


〇グ U ルサイド カバーを 
少し上に浮かせる 


0手前にスライドさせて 
引さ出す 



取り付けかた 


〇グ U ルサイドカバーの上端を支え板の後ろの 
隙間に差し込む 


支え板一 



隙間 


@支え板にそって奥までスライドさせる 
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S) 


禁止 


■ノ V - ナ丰ヤツプは誤つた取り付け 
では使用しない 

•点乂しない場合びあります。 

•炎のふぞろいや逆乂で不完全燃焼による 
一酸化炭素中毒のおそれや、バーナキヤ 
ップの変形、乂災の原因になります。 
•機器の中に炎びもぐりこんで焼損する 
原因になります。 



パーナキャップの裏返し 



ごと< • バーナキ 


標準 バー ナ.強乂 カバー ナ 


切り欠さ 


バーナ本体 


バーナリング 


ルバ ーナ 


切り欠さ 


凸部 



電極 


◎パーナキャップ 

0バーナキャップの 
凸部び電極の真上 
にくる位置に合わ 
せる 

© バーナキャップの 
突起びバーナ本体 
後ちの切り欠さに 
はまるようにセツ 
卜する 


◎ごと< 

ごとくの切り欠さ 
部をバーナリング 
の突起に合わせて 
セツトする 


突起 


パーナキャップを真上か6見た図 


標準 バーナ 


ルバ ーナ 


強火 カバーナ 


凸部 



突起 



r 时」の刻印び表示してあります。) 


•強火カノ（ーナ用のノ くーナキ ヤツ プは、 
表面に 「 H 」 マークを表示しています。 
* 標準ノ（ーナ用と強火カノ（ーナ用 
(「 H 」 マーク付）では形状が異なり 
ますので、取り付け間違いしない 
よう注意してください。 


A 注意 


〇そ 
なお 
にる 
態す 
状り 
。なた 

合乂す定れ。 
場やま安倒す 
い焼り不、ま 
な燃なびりり 
し全にどたあ 
乂完因ないび 
点不原鍋傾れ 
ミ • 
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部品の取り付けと取りかし 



取り外しかた 

〇グ U ル扉のツメを下方向に押し下げる 
0グ U ル扉を内側に倒す 


u ル受け皿台 


取り付けかた 

〇グ U ル扉の穴に受け皿台の突起をはめ込む 





U ル受け皿•焼細•焼網台 


* イラストはグ U ル扉を取り外した状態で説明していますび、通常は扉を取り付けたままでセツトしてくださし、 


グリル 

受け皿 


焼網台] 


みぞ- 


グリル 
受け皿台 



焼網は中央部の 
にしてください。 


凸部 


[焼網 1 



\J みぞ 



> 

〇曾 

C\io 

セット後 


〇焼網台の凸部をグ U ル受け皿台のみぞに合わせてのせる 
0グ U ル受け皿を〇でセットした上にしっかりのせる 
0 ©でセツトした焼網台の上に焼網の凸部をあわせてのせる 



セツト完了後 
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を電池の交換方法 



電池交換サインが庶订していた6•••巧電池が消巧していまず 


使用時に電池交換サインが点なしたときは、 
乾電池が消耗していますので、新しいアルカリ 
乾電池（単1お1•己 V 2個）と交換してください。 
交換せずにそのままにしておくと機器が使用でさ 
なくなります。 



参乾電池び消耗して<ると安全装置び作動しな<なるので、操作ボタンを押したとさ点火していてを、安全 
のため手を離すと消火するようになります。操作ボタンを押し続ければ点火していますび故障の原因と 
なりますのでおやめ < ださい。 

•乾電池び完全に消耗したとさは、電池交換サインの点打ちしなくなります。 


〇電池ケースのふたを開ける 

参電池ケースふたのつまみを持ち、手前に倒して開けます 

〇 ちい乾電池を取り出ず 

0新しい乾電池を入れる 

♦新品の単1アルカリ乾電池2個を図のように©©を 
確認して入れてください。 

Q 電池ケースのふたを閉じる 




A 注意 


(S 

■乾電池は巧電-分解-加熱したり、乂の中に投入しない 


禁止 

乾電池び破裂し、手や衣服などを巧すだけでな<、目などに入ると大変危険です。 


〇 

■乾電池に記載してある注意事項をよく読み、正しく使用ずる 


^必ず行う 


J 


おねがい 


•電池ケースに水などの異物び入った場合は、乾電池の接触不良の原因となるため、而さとってされいにして 
ください。また、乾電池の©•©端テび油で巧れると作動不良の原因となることびあります。 

♦乾電池の挿入ち向を間違えないでください。 

♦新しい乾電池とちい乾電池、または種類*銘柄の違う乾電池を混ぜて使わないでください。 

♦乾電池は必ず2個とわ同種類-同銘柄の新品のアルカ U 乾電池をご使用ください。マンガン乾電池を使用の 
場合は寿命び短くなります。 

♦乾電池の寿命は通常の使いかたで約]年です。未使用の乾電池でわ「使用推奨期限（月一年）」を過ぎてい 
る場合は放電により寿命び短くなります。また、付属の乾電池は工場出荷時に納められたわので、自己放電 
により寿命び短くなっている場合びあります。 

♦単2、単3形乾電池を単1形サイズにする電池スペーヴーは電池ケースの©端テび接触せず使用でさない場 
合びあります。また、使用でさた場合でわ交換時期び極端に短くなります。 

•機器を廃棄する場合は、乾電池を外してください。ショートや発熱、液漏れ、破裂によりけびややけどの 
原因になります。 

\_ J 
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コン□をごほ用の前に 


特に揚げをの調理時にお守りいただけなければ、調理油の過熱による発火を防止でさないことびあります。 


銅の重さは食巧を含んで300 gW 上を目安とする 

※重さは鍋や取っ手の形状により異なります。 



揚げちの調埋時は、200 mLW 上の油を入れる 

銅底の中|&を温度センサーの上面に密着させる 

※鍋底の中/こ\と温度センサーの上面び密着していない 
とさは使用しないでください。 


A 警告 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負う可能性、 

または乂災の可能性び想定される内容を示しています。 

f N 




禁止 


■温度センサーの上面と鍋底やフライパンの底などび密着していない 
ときは、使用しない 


温度センサーび鍋底やフライパンの底などの温度を正しく 
検知でさずに発乂や途中消乂、機器焼損の原因になります。 
鍋底と温度センサーの間には隙間や異物びないようにして 
ください。また、安定性の悪い鍋は使用しないでください。 
鍋の重さは調理物を含め300上び必要です。 




300呂 W 上 

t 7 ^ 


口 


〇 

必ず行う 



鍋底び凸凹 『 A ^傾き 


\湿度センサーの 



:すさ間 



0 

禁止 

鍋の傾き 


温度センサー 


■鍋底やフライパンの底などについた異物や著しい巧れ-焦げなどは 
取り除< 

鍋底やフライパンの底に異物や巧れ-焦げなどび付着したまま使用すると、温度 
センサーび鍋底やフライパンの底などの温度を正しく検知でさず、発乂や途中消乂、 
機器焼損の原因になります。 


%.油巧れ、焦げ、さび巧れ、異物などの付着 


0 



温度センサーを正し<作動をせるために化ずお守り<ださい 




ど 

なで 
鍋のい 
±もな 
、3し 
器くは 
容に理 
ス〇調 
ラわの 
ガ伝ち 
がげ 
耐熱揚 


ず 

か 

働。 
びす 
能ま 
機り 
止あ 
防び 
熱と 
過こ 
油る 
らす 
J 火 
天発 
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A 注意 

この表示を無視して誤つた取扱いをすると、人び軽傷を負う可能性や物的損害 
のみの発生び想定される内容を示しています。 



Q 


禁止 


O 


■温度センサーに強いショックを加えたり、キズをつけない 


鍋底に温度センサーび密着しなくなり、調理油び発乂する場合 
びあります。また、温度センサーび故障すると安全装置び働か 
ない場合びあります。 


■温度センサーびスムーズに上下に動<か確認する 
■温度センサーと鍋底の密着する部分はいつも清潔にしておく 



禁止 


必ず行う 


コン□を使用していないとさに、鍋などをごとくの上に柔せて 
おいても温度センサーに支障はありません。しかし、巧れび 
付着したり、動さび悪いと温度センヴーび鍋底の温度を正しく 
感知でさず、調理油の発乂の原因になります。お手入れしても 
温度センサーの動きび悪いときはお買い上げの販売店かお近く 
のパ□マまでご連絡ください。 



調理に適した銅を選ぶ 


〇:適しています X :適していません 


♦ 

鍋などの種類 

油調理 

その他の 
庶!!ど) 

備考 

揚げらの 

炒めらの 

が© 巧曾 

ホー□-ステンレス鍋※アルミ.無水鍋 
鍋 （多層を含む） 鉄鍋 

Q 

Q 

〇 

温度センサーに適しています。 

アルミ•鉄-ステンレス※(多層を含む） 

フライパン 平底中華鍋 

Q 

Q 

〇 

炒めわの調理時フライノ くンを返す 
動作を何度も行い、温度センサーと 
鍋底び密着していない時間び長<な 
ると、途中消火することびあります。 

天ぷ5鍋 

〇 



揚げわの調理(外の調理には適して 
いません。 

巧切 ©- 

耐熱ガラス鍋 ±鍋 圧力鍋 

X 

〇 

(ただし、消火する 
場合びあります） 

〇 

(ただし 、消火する 
場合びあります） 

揚げもの調理には適していません。 
発火することびありますので、使用 
しないで < ださい。 

打ち出し鍋 丸底中華鍋 

X 

〇 

〇 

揚げもの調理には適していません。 
揚げわの調理外の調理は、鍋底の 
中/ La と温度センサーの上面び密着し 
ていることを確かめてください。 

焼網 



X 

消火したり、トッププレートやごと 
くの変色などの原因になります。 


※鍋底の厚さの薄いステンレス製の鍋*フライパンは適していません。 
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葡コン□のほいかた馆本の操作) 


準備 



ガス栓を全開にずる 




ごとくの中央に 
鍋などを置< 



①•③ 



◎煎りもの、妙めもの、あぶりものをずるときは… 

高温炒め機能を使用して調理してください。 （25 ページ参照） 

安全機能び働く温度を一時的に高くします。 

◎揚げものをずるときは一 

「機能選択モード」の揚げわの温度機能を使用して調理してください。 （29 ページ参照) 



ックつまみについて 


小さなお子様のいたずらや誤操作を防止するため、操作ボタンを□ックすることびでさます。 
□ ックつまみを左ちに動かすことにより、操作ボタンの解除/ □ ックびでさます。 

【□ックつまみの位置】 【操作方法】 


( rm 11 rm ) 


( -0- n - rfn - ) 





i ~~^^~ ) 

4 ■ 

■ * 




♦— 


IT f 

1 J 

17 * 


■ —= 

い 

P= -\ 

f —^ 

♦ i 

- q - 

い 


左コン□-奧コン□用 グリル-ちコン□用 


□ック 

解除 

つまみびち 

つまみび左 

\_^ 

\—^ 

、 , 

、 

□ック 

解除^^ 


おねがい 


•鍋に付いた水滴は/さ取ってからごとくにのせてください。余分な熱び必要になるうえ、水滴び 
バーナに落ちて目づまりし、点乂不良になることわあります。 

•鍋をごとくにのせてから点乂したほうびより点乂び確実になります。 

♦焦げつさ消乂機能び付いていてわ調理によってはひどく焦げついてしまう場合びあります。焦げ 
つさやすい調理の場合、弱乂（最弱乂力）でようすを見なびら調理してください。 

《焦げつさやすい調理の例》水分び少なく、調味料び多い調理•カレーやシチューの再加熱 
\_/ 
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①□ックつまみを解除し、点义ずる 



解除^^ 


□ックつまみを解除し、 

操作ボタンをいつぱいまで押しこむ 




•パチノてチと音びして点乂します。 

(コン□とグ U ル同時に放電） 

•点乂のとさ、乂力調節つまみはルバーナは「強乂」 
の方向に、強乂カバーナ*標準バーナは中火の位置 
(中央）に移動します。 


•点乂していることを確認してください。 
(点乂確認ランプび点灯します。） 


⑨义力調節ずる 



炎を見なが5乂力調節つまみをゆつ < り動かず 



•使用中ちとさどさ燃焼を確かめてください。 

•乂力調節つまみを速<操作すると、乂び消えたり、 
炎び一瞬大さ < なる場合びあります。 


コン□使用中にセンサー温度び高くなると、自動的に； 
強火な弱火を繰り返し、鍋などの異常過熱を防止する： 
機能び作動します。（標準バーナ•強火カバーナのみ）； 


③消义ずる 


專」 



操作ボタンを押ず 

•消乂していることを確認してください。 
(点乂確認ランプび消灯します。） 


④□ックつまみを□ックし、ガス栓を閉める 



□ツク 



□ックつまみを□ックし、ガス栓を閉める 

•燃焼中、ガス栓を操作しての消乂はしないでください。 
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肅 I 煎りもの • 妙めものをする(融炒め臟)感乂カバ-ナ^ 


準備 


畢」 


煎りをの-炒めをの-あぶりちの料理などで、炎びルさくなったり消えてうまく調理でさない 
場合、高温炒め機能を設定すると、強乂な弱火を繰り返しなびら通常より高い温度で調理でさ 
ます。ただし、温度び高くなりすざると安全のため自動消火します。 



ごとくの中央にフライパンなどを置く（強乂カバーナ側） 


左コン日 

おかゆ 
_ごは/V 


0 


ち- 

200 。 
180 
160 

140 湯沸 


温度& 


ン〇 


3秒巧し 


を旧 
r 司 / OH 

炒め 


固 


⑨ 


CD • ^ ※図は強乂カバーナびち側の機器の場合です。 


①点义ずる 


強乂カバーナの操作ボタンを押して点乂ずる 



⑨高温炒めスイッチを押ず 


畢」 


点滅 



? 〇^50_ 

た斗抄巧し 

ち；日 
同/皿. 

义少 


点な 



押し続ける 




表示ランプが点滅か5点なに変わり、 
ブザーが鳴るまで押し続ける （3 秒ん U 上） 


•食材を入れ、調理を開始してください。 

•もう一度高温炒めスイツチを押すとブヴーび鳴り、 
高温炒め機能び解除されます。 

(表示ランプは消灯します。） 


③消义ずる 



強乂カバーナの操作ボタンを押して消乂ずる 

•消乂すると高温炒め機能は取り消されます。 


r 

A 警告 I 

Q 

■揚げものなどの油調理 
には高温炒め機能を 

禁止 

使用しない 

調理油の温度び高くな 
り、発火するおそれび 

V 

あ 0 ます。 

J 


A 注意 


/ C 、 ■あぶり調理をずる場台は温度センサーの真上は 

vXJ 避ける 

禁止 温度センサーに焼さ汁などび滴下して温度センサーび 

汚れると鍋底の温度を正しく検知でさずに発火や途中 
消乂の原因になります。また、焼さ汁の滴下量や位置 
により温度センサーび故障する原因になります。 

\_ J 


2 已 


























































巧つておいてね 



温度センサーのはたらを (強乂カバーナ :)( 標準パーナ ) (ルパーナ） 


①通常使用時 


鍋底の温度を検知し、約250むに達すると 
弱火な強火と火力を自動調節します。この 
状態び約30分続 < か、弱火状態でわ温度 
上昇び続くと自動消乂します。 

※ルバーナは自動で火力調節は行わず、 

自動消乂します。 


陪高湿炒め機能使用時(強义カバーナのみ)1 

「天ぷら油過熱防止機能」「焦げつさ消火 
機能」を一時的に解除し、通常より高い温度 
(約290で）で調理でさます。高温炒め機能 
を使用中わ、温度センサーの故障を防止する 
ため、温度センサーの温度びあびりすざると 
自動的に火力を調節したり、ガスを止めて 
消乂したりすることびあります。 



〔時間 I 


異常過熱防止機能【早切れ防止機能】 C 強乂カバーナ) C 標準パーナ ) 


鍋底の温度を検知し、約2日〇む（高温炒め機能使用時は約290で）に達すると弱火な強火と火力を自動 
調節します。この状態び約30分続くか、弱火状態でわ温度上昇び続くと自動消火します。 


一 心^' 


強乂 


弱乂 


強乂 


♦最初に弱火になったとさ、ブヴーび"ピッ"と]回鳴ってお知らせします。 

♦鍋の温度び下びると再び強火（わとの乂力）に戻ります。 

* 故障ではありません。 

* 炎の大ささび自動的に変わるため、顔や手や衣服をバーナ付近には近づけないようにしてください。 
やけどのおそれびあります。 

* 自動消火した場合は、鍋び相当熱くなっていますので、やけどに注意してください。 

* 自動消乂後、再使用する場合は、操作ボタンを消火位置まで戻し、少し時間をおいてから点火操作を 
してください。 



カスタマイズ機能 （41 ページ) 


^高温での調理び続ぃた場合、約3日分で 
自動消乂する設定を約]日分に変更する 
ことちでさます。 



ワンポイント 

炒めものなどの調理をする場合には、 
先に鍋を加熱し、ブザーが"ピッ"と 
1回 鳴り、 自動的に弱乂になったとさ 
が具材の入れ頃です。 



弱乂 
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コン□タイマーを巧う 



いずれか1ヶ所のコン□で！〜99分までの自動消乂タイマーを設定でさます。 
設定時間になるとブヴーでお知らせし、自動的に消乂します。 


ごとくの中央に鍋などを置く 


左コン日 


温度 



200 ちつゾ〇 
180 
160 

140 湯沸3秒巧し 

を旧 
r 司 / OH 

炒め 



※図は強乂カノ くーナびち側の機器で、 

ちコン□のタイマーをセツトした場合です。 


参コン□タイマーは1か所のコン□八'-ナのみセットすることびでさます。 

•機能選択モードを使用しているバーナのコン□タイマーはセットすることびでさません。 
•コン□タイマーを使用中に機能選択モードを設定すると、機能選択モードび優先され、コン □ 
タイマーは解除されます。 

•調理中にコン□タイマーを他のバーナに変更する場合は、〇)を押して変更してください。 

この場合、表示部に" 3" 分び表示されますので、再度タイマー時間をセットしてください。 
•調理中にコン□タイマーを解除するには、0を表示ランプび消えるまで押してください。 


ン□タイマーとグリルを同時に使用している場合 


表示部はコン□タイマーとグリルのタイマー時間を 
交互に曰砂間ずつ表示しまず。 

•コン□タイマー使用中にグリルを点火すると、表示部は 
コン□とグリルの残り時間を交互に日秒間ずつ表示します。 



コン□とグ I 」ルの 
タイマー時間を 
交互に日秒間ずつ 
表术しま9。 


残り時間を表示している箇所の表示ランプび点滅し、 
時間表示していない側は点なしています。 


コン□タイマーとグリルを同時に使用しているときに残り時間を変更するには… 


タイマー時間を変更したい箇所の表示ランプが点滅中に G )® を押して、時間を変更する 


参コン□タイマーの表示ランプび点滅中に©®を 
押すとコン□タイマーを変更でさます。 

•グリルタイマーの表示ランプび点滅中に©®を 
押すとグリルタイマーを変更でさます。 

•変更後、最後の操作から日秒後にコン□とグリル 
の交互表示に戻ります。 
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①点义し、义力調節をずる 

操作ボタンを押して点火ずる 
乂力調節つまみをゆつ<り動かし、乂力調節ずる 

⑥タイマーをセツトずるコン□を選択ずる 


® を押し、タイマーをセットしたいコン□を選択ずる 

•押すたびに、コン□の表示ランプは次のように切り 
替わります。 

(表示ランプは使用しているコン□のみ点灯します。） 

左コン□-►ちコン□-►奥コン□-►取り消し（ランプ消な）-1 


現在の設定時間び表示されます。 



畢」 


畢」 


⑨タイマー時間をセツトずる 


f 


点好 


隨 I _ + 心 

!押す 


0® を押し、タイマー時間をセットずる 


隹お使いのたびにセットしてください。初期設定は3分です。 
•1 〜99分まで （ 1分刻み）セットでさます D 
•押し続けると日分刻みで変更でさます。 

' •設定時間は調理中でわ変更でさます。 

参使用途中でコン□タイマーを設定する場合、安全のため、 
バーナの最大持続時間（約] 20分）を超える範囲では設定 
でさません。 


④設定時間になると自動消乂 

秒表示に変わります。 




•設定時間終了 30秒前になると秒表示に変わります。 

•設定時間になると「ピー*ピー…」と日回ブヴーび 
鳴ってお知らせし、自動消乂します D 


カスタマイズ機能 （41 ページ) 


^タィマー終了のぉ知らせ音をブヴー音からメロディに 
変更することもでさます。 


•自動消乂後、点乂確認ランプび消灯し、約10秒後に 
タイマー表示部と表示ランプび消灯します。 


⑥操作ボタンを戻ず 


操作ボタンを押して消が！犬態にずる 
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s 揚げちのをずる (機能還択モ■ド) 0虽义カパーナ） 
準備 11^ 

油の温度を一定に保ち、天ぷらやフライなどの揚げちのを調理します。 



揚げもの外の乂加減が難しい焼きもの調理も簡単に作ることができまず。 


◎設定温度のめやす 


200 °C 

こげめを強くしたい揚げもの 

180 °C 

天ぷ5-フライ 

160で 

か5揚げ-ドーナツ 

140 °C 

クレープ-うす焼きたまご 


※鍋の種類•材質の厚さ、油の量などにより、 
設定した温度と異なる場合びあります。 


温度設定のしかた 


1180む 1 

1190む 1 

1200む 1 

1140む 1 

11己〇む1 

1 160む1 

1 170む1 


犀り消し] 


\4ス00 

— 01-30 

/作- N 60 ^ 

• 140 — ► 



0200風0200例 *200 林 *200 
018 oS 式 #180 い 80 S ジ #180 

• 160 ^ *160 心 #160 ^ 0160 ^ 

♦140 — ► *140 — ► 0140 — ► 0140 — ► 



•200 
• 180 
0160 
• 140 



•200 
0180 
〇160 
• 140 



•200 
• 180 
•1 60 
• 140 




温度 


/ nn な 厳な / mu 文 

〔押す I 面す） I 押す I 


臟な / im な 



nsoj 

点な 


に日0」 
「180」 
点打 


に日0」 
点打 


「140」 
点打 


ri 6 oj 

「140」 
点打 


「160」 
点'灯 


「180」 

「160」 

点な 


消打 
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①点义ずる 


強乂カバーナの操作ボタンを押して点乂ずる 



⑨义力調節ずる 




乂力調節つまみをゆつ<り動かし、乂力調節ずる 

•鍋などの大ささに合わせて炎びあ/3\れない 
ように調節してください。 


③温度調節ずる 


点な 


V (1)200 ^ヒッ) 

〇 巧 〇 シ^ 



揚げもの温度選択スイツチを押ず 

•最初は180でに設定されています。 

•押すたびに、設定温度は次のように切り替わります。 

1 sere -► 19 日 。 C -►2 〇〇で 一 ► 1 40°c-^i 己 ere 1 

Lm 目 cre-^ 1 7crc- ► 取り消し一 ► 1 sere—. 

;設定温度は調理中でわ変更でさます 。I 



④調理ずる 



•油び設定温度になると、"ピピッ•ピピッ… 
と12回ブヴーび鳴ってお知らせします。 
調理を開始してください。 



•調理中、自動的に火力を調節^ 

して設定温度を保ちます。 

強义 弱义 

•調理中に火び消えた場合は設定温度び取り消されます。 
再度操作を行ってください。 


⑥消义ずる 


強乂カバーナの操作ボタンを押して消乂ずる 
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*1 お煮を巧かず (機能還択モ■ド） (強义カパーナ） 
準備 11^ 

沸騰後に自動消乂します。 


—ごとくの中央に水の入ったやかんや鍋を置く 
(強乂カバーナ側） 


⑨①•⑥ 

※図は強乂カノ くーナびち側の機器の場合です。 


^クンポイント y 



水の量のめやす：己00 mL 〜 3 L 

※而さこぼれを防ぐために、やかんや鍋の 
大ささに合わせた量（最大容量の6〜7割） 
にしてください。 


⑨•④ 


左コン日 

おかゆ 
_ごは /V 


(0 


200 

180 

160 

140 

温度 


な 

湯沸 


& 


ン〇 


3秒巧し 


を旧 
r 巧 / mi 

炒め 




I©I - + J 


y 


おねがい 


•やかんや鍋の種類や水量によっては沸騰のお知らせび遅れたり、消乂や弱乂になるタイミングび 
異なる場合や、而さこぼれることびあります。やけどなどにま意してください。 

隹温度センサーを正しく働かせるために、次のことを守ってください。 

-ィたの開け閉めをしない-水をかさ湿ぜない-やかんや鍋を動かさない 
-水を追加しない -具を入れない -乂力を変えない 

•乂力はやかんや鍋の径に合わせて、炎びあ/3\れることのないように調節してください。 

V _ J 



知つておいてね 



•じ(下のような場合は、100でになる前に沸騰したとセンサーび判断してしまうことびあります。 

-約 7 crciu 上のお湯を沸かし直した場合 
•やかんや鍋の底び巧れていたり、さびている場合 
•カスタマイズ機能の日分間保温に設定した場合、保温時に自動で弱乂になると乂力は大さくでさ 
ません。 
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①点义ずる 


畢」 


強义カバーナの操作ボタンを押して点义ずる 


⑥乂力調節ずる 


專」 



乂力を全開にずる 


•ただし、やかんや鍋などの大ささに合わせて炎び 
あ店\れないように調節してください。 


③湯沸かしスイッチを押ず 


f 



•湯沸かし表示ランプび点灯します。 


④沸騰ずると自動消义 


畢」 


消な■湯沸_ 


巧 


ピ ー. ピー少 



•沸騰後"ピー•ピー…"と己回ブヴーび鳴り、 

自動消乂します。 

•点乂確認ランプと湯沸かし表示ランプび消灯します 


カスタマイズ機能 （41 ページ） 

^沸騰後自動消乂せず、日分間保温するように変更することちできます。 

c ^、、 / (" ピピッ-ピピッ^ 

祖^^^ 

曰分後 

/ - 

•沸騰時は"ピピッ-ピピッ…"と 
] 2回ブヴーび鳴り、自動的に弱乂 
になります。 

•湯沸かし表示ランプび点滅に変わり 
ます。 


•保温終了後"ピー-ピー…"と 
己回ブヴーび鳴り、自動消乂します。 
•点乂確認ランプと湯沸かし表示ラン 
プび消打します。 


⑥操作ボタンを戻ず 


強乂カバーナの操作ボタンを押して消乂状態にずる 
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s ごはん•おかゆを巧 < (機能還 択モー ド）（標準パーナ） 


準 

備 

"晴 

[〇 

お米の量を正確にはかる 

、 

J 



お手持ちの計量カップで'炊飯したい [【例】 180 mL の計量カップ 

お米の量を正しく計る すり切り]杯で 

•炊飯は1合から己合までできます。 お米1合です。 


© お米をとぐ 


たっぷりの水でごみ-めかなどを洗いなが！5、素早くとざあげる 

•はじめのとざ水はすぐに捨ててください。 

めかを含んだとざ水をお米び吸わないようにするためです。 

• 「とぐ^洗ぃ流す」を素早く数回繰り返してください。 


© お米に水を含ませる 

お米と水の量の目安 


•水の量は洗米後、水切りしてから追加する量です。 

•新米-ち米*無洗米または固め*やわらかめなどの好みによって水の量を加減をしてください。 
•水の量（調巧料•だしを含む）は目安です。好みに応じて加減してください。 


お米の量 

水の重 

合数（重量） 

容量 

1 合（約 150 g ) 

180 mL 

約 280 mL 

2 合（約 300 g ) 

360 mL 

約 480 mL 

3 合（約 450 g ) 

己 40 mL 

約目 80 mL 

4 合（約 600 g ) 

7 S 0 mL 

約 880 mL 

己合（約 7 己 Og ) 

900 mL 

約 1070 mL 


くおかゆ> 


お米の量 

水の量 

合数（重量） 

容量 

全がゆ 

7 分がゆ 

日. 2 己合（約 38 s ) 

4 已 mL 

約 350 mL 

約 390 mL 

0 .己合（約 7 己 g ) 

90 mL 

約 550 mL 

約目 70 mL 

1 合（約 150 g ) 

ISOmL 

約 880 mL 

— 


お米を水に浸しておく時間 


•水加減後、下記の表を参考に3日分上水に浸してくださし、浸し時間び短いとおいしく炊けない 
ことびあります。 

•一度水に浸したお米は砕けやすくなります。砕け米-粉米などび混じって炊飯されると風味を 
損ね、早切れ、炊さむら、着色等の原因となります。 


お米の種類 

季 

節 

春〜夏 

秋〜冬 

白米 

30 分上 

目 0 分上 

胚芽精米-輸入米-ち米 

目 0 分上 

9 □分上 

無洗米 

「無洗米メーカーの炊さかた」に従う 
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* ただし、 ] 4時間じ(上浸しておくと変質の原因となります。 


















































準備（つづき) 



無洗米を炊くときのコツ 


•無洗米をご使用の場合、米粉び多<水のにごりびひどい場合には表面の米粉を洗い流して 
ください。米粉び底にたまると生炊けの原因になります。 

•無洗米は水を加えると表面に気泡びでさて、水び吸収されにくくごはんび硬くなります。 

一度洗い流すか、よくかさ湿ぜて気泡を飛ばしてください。 

•無洗米のとさは水の量を多めにしてください。詳しくは「無洗米メーカーの炊さかた」に 
従ってください。 


〇炊飯に適した鍋を選ぶ 


おいしく炊くために、炊飯に適した鍋を選ぶ 

•市販の炊飯鍋などでち炊くことびでさます。 

下記の一覧表を参考に、炊飯に適した鍋をお選びください。 


炊飯機能に適した鍋 



炊飯専用鍋ち別売しています。 
一64ぺージ参照 _ 


炊飯機能に適した鍋 

ごはん 

おかゆ 

炊飯 量- ポイント 

別売の 

PRN -31 

を 

〇 

〇 

白米： 3合、全びゆ：1合、 
t 分びゆ：日.5合、炊さこみごはん： 2合 

炊飯専用鍋 

PRN -52 


〇 

〇 

白米：日合、全びゆ：1合、 
t 分びゆ：日.5合、炊さこみごはん： 4合 

アル 5 製の鍋 

气 

〇 

〇 

薄手 （2 mmiU 下）の場合は、焦げつさ 
やす < なります。 

ホー □ — • 

ステンレス製の鍋 

e 

〇 

〇 

白米は焦げる場合びあります。 

薄手 （2 .日 mmiU 下）のステンレス製の鍋 
の場合は、焦げつさやすくなります。 

± 鍋 感 

X 

〇 

おかゆ iU 外は炊けません。 

ガラス鍋-圧力鍋- 
多層鍋 

巧 

X 

X 

うまく炊けないので使用しないでください。 


〇:適しています X :適していません（温度を正しく検知でさません) 


知つておいてね 



•浅い鍋は/さこぼれることびあります。 

•鍋の材質や厚み-形状によっては焦げつく場合びあります。機能選択モードを使用中は焦げつさ 
消乂機能は働さません。 
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* 

ごはん • おかゆを巧く （機能還がモ-ド) 

(標準バーナ^ 

|み 

>準備（つづき） 



0鍋をセツトする 

■S 

J 


ごとくの中央に鍋などを置く 
(標準バーナ側） 


⑨①•⑥ 

※図は強乂カノ（ーナびち側の機器の場合です。 


^クンポイント)^ 


<炊飯時間のめやず> 


E コン □ 


200 な 
180 
160 

140 湯沸3秒押し 

を旧 

f 司 / on 

炒め 


温度& 



④ 


固 


• ©スイッチを押すたびに、表示ランプは 
次のように切り替わります。 

ごはん 一 ► おかゆ 一 ► 取り消し（ランプ消な ) n 


ごはん 

約30分程度（む!5し1日分を含む） 

おかゆ 

約45分程度 


くむ!5し後は…> 

• ご飯をほぐしなびらよくかさ混ぜてください。 
余分な水分び逃げておいしくなります。 


•乂力調節つまみを指定の位置にしないとさこぼれたり、うまく炊けないことびあります。 
•炊さ込みごはんは、具の量び多すざるとうまく炊けないことびあります。 


おねがい 


•周囲を囲う油ガードなどを設置すると排気の流れび変わるため、炊さむら 
などの原因になります。炊飯時は油ガードを取り除いてください。 

•炊飯開始後、一定時間び経過すると「ごはん」「おかゆ」「取り消し」の 
切り替えはできなくなります。取り消すときは一度消乂してください。 
•鍋を置いてない状態で点乂すると、炊飯機能び使えない場合びあります。 



ごはんを炊くとき 


おかゆを炊くとさ 


•2 度炊さや温め直しはでさません。 

(焦げつくことびあります。） 

♦むらし中に©スイッチを押すと、表示 
ランプび消灯し、むらし終了のブヴーび 
鳴りません。 


♦炊さあびったごはんからおかゆ（雑炊）を作るとさは、 
手動で調理してください。 

•おかゆの炊さあびりで水分量び多い場合は、再点火し、 
よラすを見なびら火力調節してください。 

♦ふさこぼれる場合は而たをずらしたり、持ち上げたり 
して而さこぼれないようにして<ださい。 
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①点义ずる 


標準バーナの操作ボタンを押して点乂ずる 



⑨义力調節ずる 



// 

火力調節つまみを 
飯 I 位置に合わせる 


乂力調節つまみを'炊飯位置に合わせる 




③炊飯スイッチを押ず 


ごはん 




おかゆ 


参ごはん表示ランプび 
点打します。 




•おかゆ表示ランプ 
び点打します。 


④げきあびると自動消义、 
む5しびスタート 



点滅 


'冰おけゆ 
--を吉'まん 



10分後 


消な 


おかゆ 

ごはん 


© 



•炊さあびると自動消乂し、 

"ピ_ . ピ—…"と日回 
ブヴーび鳴り、点乂確認 
ランプび消打します。 

ごはん表示ランプび点滅し、 
むらし時間 （10 分）び表示 
されます。 

ピピッ ) 

むらしび終了するとピピッ • 
ピピッ…"と12回ブヴーび 
鳴り表示ランプは消打します。 
ブヴー終了後、表示部は 
消なします。 


のホ々キおがる/^白動准、んクー 



おかゆ 

ごはん 



•炊さあびると自動消火し、 
"ピ_ • ピー…" と 己回 
ブヴーび鳴り、点乂確認 
ランプと表示ランプは 
消灯します。 


⑥操作ボタンを戻ず 



標準バーナの操作ボタンを押して消が]犬態にずる 
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グリルの巧いかた 



ガス栓を全開にずる 



r 

A 注意 

〇 

必ず行う 

■グリル庫内（バーナ付近）に 
アルミはくなどのゴミが付着 
していないことを確認ずる 

点乂不良や思わめ事故の原因に 
なります。 



個包部ネオが 
入つていない 
ことを確認 
ずる 


□ックつまみを 
解除ずる 


リルの取り扱いと準備 


_グリルを取り出し-持ち運ぶときには一 

①グリルをゆっくりと引き出ず 

いっぱいまで引さ出すと、いったん止まります。 


⑥両手でグリル取っ手をつかみ、持ち上げる 

脂びこぼれたり、飛び散らないようにゆっくりと 
持ち運びしてください。 



グリルを初めて使うときには一 


①グリル庫内に可燃物がないことを確認ずる 

•庫内に紙や捆包部材などの可燃物び残っている場合は、すべて取り除いてください。 

•グリルサイドカバーび取り付けられていない場合は、取り付けてください。 

⑥グリル焼網を取り出ず 

•長い時間焼網を空焼さすると表面のフッ素コートびはがれて魚などびくっつさやすくなります。 
•グリル受け皿-グ IJ ル受け皿台-焼網台はセットしたままで問題ありません。 

③煙がなくなるまで空焼きずる 

•庫内の部品に付着している加工油を焼ささるためです。 

排気□や排気 aiji 外から煙や臭いび出てを異常ではありません。 

•空焼さ時にグリル過熱防止装置び作動し、自動消火する場合びあります。 


_ グリル過熱防止装置 _ 

グリルを空焼きずるなどグリル庫内の温度び非常に高くなった場合に自動消乂しまず。また、連続して使用 
ずる場合も自動消乂ずることびありまず。消乂ずると"ピー"とブザーび鳴ってお知5せし、同時に エラー 
コード「02」を表示しまず。（目1ぺージ参照） 

* グリル過熱防止装置び作動したら、約日分ほど（グリル庫内の温度び下びるまでの間）待ってから再度 
点火操作をしてください。 
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準備（つづき) 




魚を上手に焼<ための準備 


^魚のくっつを巧止に•- 

•グリル焼網に油を薄く塗る 
•約3分間、予熱（空焼き）ずる 

焼網に食材びくっつさにくくなります。 



魚の準備 


•魚は水洗いしてから、よく水気を店^さ取ります。 

•みそ漬けやかす漬けの魚は「みそ」や「かす」び焦げやすいのでよ<而さとっ 
てください。 

•塩をつけると、身びしまって形び崩れにくくなります。 

身の厚いところは多めに、薄いところは少なめにつけます。 

•さばやいわしなど背の青い魚は多めの塩をして時間をおさ、身をしめます。 

白身魚は塩を少なめに店^り、時間ち短めで良いでしょう。 

•川魚やいか-えび-貝などは、焼く直前に塩をします。 

•魚のヒレなどは焦げやすいので水でめらして指でひれや尾に直接塩をつけるか 
(化粧塩）、アルミはくで包むと焦げかたび少なくなります。 

•包 T 目（飾り包 T ) を入れると、火のとおりび良くなり、皮びやぶれることに 
\ よる脂の飛び散りち少なくすることびでさます。 

^ンポイント ) - 


アルミはく 






♦冷凍された食材はしっかり解凍してから調理してくださし、解凍していないと火の通りび悪くなり、 
^上手に焼けない場合や、安全機能び働さ、消乂する場合びあります。 


魚の置さかた 


参焼網の中央部を避け、奥よりに置くと上手に焼けます。 

•魚と魚は間隔をあけて並べてください。熱の通りび良く、焼さむらび少なくなります。 
•厚みのある魚を焼<場合、ノ（ーナや点火プラグ付近に触れないよラにを意して<ださい。 
異常着火の原因になります。 


姿身の場合 


切身の場合 


•魚は頭び奥側、尾び手前側になるように置さます。 


◎1 匹焼く場合 



◎2 匹焼く場合 



◎3 匹焼く場合 



中央部を避け、左ち 左ち均等に 中央部を避け、隙間を 

どちらかに置きます。 置さます。 あけて置きます。 


参皮付さの切り身などは皮側を上向さに、 
切身の薄い部分はグリル焼網の外周部に 
くるように置くと焦げび少なくなります。 


◎ 1〜2切焼く場合 （04 切 W 上焼く場合 




避 






. . 




中央部を避け、左ち 
どちらかに置きます。 



薄い部分が 
外周部側 


♦グ IJ j レ焼網は消耗部品です。 

ご使用状態や経年変化などにより、フッ素コートびはがれたり、魚びくっつさやすくなる場合びあります。 
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※図は強乂カノ くーナびち側の機器の場合です。 



知つておいてね 



♦安全のため、グ IJ ルタイマーはグ U ルの最大持続時間（約]日分）を超えない範囲までしか設定でさません。 
* 魚を焼いている途中で焼さ時間を変更する場合は、「1日分一経過時間」（焼さ時間び3分経過した場合 
は、最大「1日分一3分二12分」）までしか変更でさません。 

♦グ U ルは安全のため、最大約]日分で自動消火します。焼さ時間]日分でわ焼さ足りない場合は、わう一度 
点乂してください。 


おねがい 


•連続して使用する場合は約己分ほど間をあけてください。庫内の温度び高いまま焼き始めると、 

グ U ル過熱防止装置び働さ、自動消乂する場合びあります。 

•調理物の種類によっては、グ U ル過熱防止装置び働く前に発乂するおそれびあります。機器から 
離れないようにし、焼さ過ぎにを意してください。 

例）水分の少ない干し物や脂分の多いにしん*さば*鶏肉など 

♦予熱で焦げることびありますので焼さあびったらすぐに取り出してください。 

•つけ焼さや照り焼さ、下味をつけた魚などは焦げやすいので、弱乂でゆっ<りと焼いて<ださい。 
•上乂と下乂の加熱方式び違うので、表と裏の焼さ色び同じにならないことびあります。焼さ色を 
見ながら上乂*下乂の乂力調節をして<ださい。 

•グ U ル使用後、グ U ル受け皿や焼網を急に水で;令やさないでください。変形するおそれびあります。 


魚を取り出すとまに… 

はしを焼網と平行に入れると魚などび身くずれすることなく簡単に 
取り出せます。 
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①点义ずる 


グリ J レの操作ボタンをいつぱいまで押しこむ 

♦ノ くチノ くチと音びして点乂します。 

手を離しても確実に点乂させるために約7秒間放電し 
続けます。（コン□とグ U ル同時に放電） 

•乂力調節つまみび弱乂側にあるとさに点乂すると 
「強乂」の方向に移動します。 


•点乂していることを確認してください。 
(点乂確認ランプび点灯します。） 


点乂すると自動でグリルタイマーがスタートします。 I 点な 

♦最初は「9」び表示されます。（初期設定は9分です。） 





⑥乂力調節ずる 


f 



乂力調節つまみをゆつ < り動かず 

•乂力は、上乂-下乂それぞれ別々に調節でさます。 


* 火力の目安は全開（強）ですび、お好みにより弱乂に調整 
わでさます。弱火にした際、炎の見た目の大ささはほとん 
ど変化しません。 


③タイマー時間をセツトずる 


I 


点な 



©©を押し、タイマー時間をセットずる 

•お使いのたびにセットしてください。 

•1 〜1己分まで （1 分刻みで）セットでさます。 


►グ U ルタイマーの設定時間は調理中でわ変更でさます。 


④設定時間になると自動消义 


秒表示に変わります。 



I 


•調理終了30秒前になると「ピピッ-ピピッ…」と 
12回ブヴーび鳴ってお知らせすると同時に秒表示 
に変わります。 

参設定時間び終了すると「ピー•ピ 」と日回ブヴーび 

鳴ってお知らせし、自動消乂します。 

•自動消火後、点火確認ランプが消打し、約10秒後に 
タイマー表示部と表示ランプび消灯します。 


カスタマイズ機能 （41 ページ) 


[ ータイマー終了のお知らせ音をブヴー音からメ□デイに変更することもでさます。 ] 


⑥操作ボタンを戻ず 


グリルの操作ボタンを押して消が！犬態にずる 
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細設定の班 (カスタマイズ機能) 


任意機能 


[ P 41〜 P 45 I 


安全•便利機能を下記の範囲で設定（カスタマイズ）でさます。 

一度登録すると設定を記憶しますので、ご使用のたびに登録する必要はありません。 


^ カスタマイズ機能はお客様が任意に設定できる機能でず。 

\ g ) 設定変更を希望されるお客様のみ ご利用ください。 

^簡単操作でさらに安/こ\設定をご希望されるかたには一「さらに安/こ\モード」 （45 ページ）びおすすめです。 


カスタマイズできる安全-便利機能一覽 


♦ 

適応機能 

初期設定 

変更内容 

手順参照 
ぺージ 

◎消し忘れ消义機能 （6ぺ_ジ） 

•コン□の消し忘れ消乂機能で自動消火する 
までの時間を変更でさます。 

参コン□ごとに設定でさます。 

120分 ■ 

、10分〜90分 
^ (10 分間隔） 

42 

43 

◎異常過熱防止機能 （6, 26ぺ-ジ） 

♦コン□の異常過熱防止機能（高温での調 
理び続いた場合、自動消火する機能）び 
働いた場合、自動消火するまでの時間を 
変更でさます。 

参標準コン□-強火カコン□の設定を両方 
同時に変更します。 

30分 ■ 

^ 1曰分 

42 

43 

◎湯满かし機能 （己，31ぺージ） 

•コン□の湯沸かし機能を使用した場合、 

沸騰後の保温時間を変更でさます。 

保温なし ■ 

^ 曰分 

42 

44 

◎タイマー終了時のお知5せ音 

に8,40ぺージ） 

参コン□タイマー終了時のお知らせ音- 
グ IJ j レタイマー終了時のお知らせ音を 
変更でさます。 

※その他のお知らせ音は変更でさません。 

ブザー ■ 

^ メ□デイ 

42 

44 


為!_ 

> V 知つておいてね 


•カスタマイズ機能で設定後、乾電池を交換してを設定は記憶されます。 

•カスタマイズ機能で消し忘れ消火機能の設定時間を変更した場合でち、湯沸かし機能-炊飯機能を 
使用している時はその機能び優先されます。（最大燃焼時間12日分） 

•消し忘れ消火機能の設定時間と、コン□タイマーの設定時間 （27 ページ）ではコン□タイマーの 
I 設定時間び優先されます。 
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湯沸かし機能の 
保)宜あり/なし 
の変更 


タイマー終了時 
のお知5せ音 
の変更 


コン□の消し忘れ 
消义機能の 
自動消义時間の 
変更 


①設定準備をずる 


每」 


カスタマイズモードの設定準備が完了してから、それぞれの設定変更を行って<ださい。 


カスタマイズモードの設定準備 


〇ガス检を閉じ、ずべての操作ボタンが消乂位置に戻っていることを確認ずる 

Q ①グリルの操作ボタンを押し、点义位置にずる 

⑥ずぐにグリルの操作ボタンを戻し、消乂位置にずる 



■"歴化卜 

:] 0秒経過すると、 
設定でさずに通常の 
使用状態に戻ります。 



© スイッチを長押しずる （3 秒 m 上） 


表71\っンプ：屏、滅 

■ 表示部：点打 



•ブヴーび"ピッ"と鳴り、表示ランプび点滅し、表示部び 
点打 （ -または数字）すると設定準備完了です。 

* @の操作から] 0秒経過すると、設定準備でさずに通常の 
使用状態に戻ります。 


※カスタマイズ f ー ドの設定準備び完了してから、 ] 分内に下記の設定変更を開始してください。 
] 分を過ざると通常の使用状態に戻ります。 






bb 

旨 

機間 
止時 
防乂 
熱消 
過動更 
常自変 
異のの 
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細設定の班 (カスタマイズ機能) 


42ぺージ 
のつづを 




※図は強乂カノ くーナびち側の機器の場合です。 


⑨各種設定を変更ずる 


コン□の消し忘れ消乂機能の自動消乂時間の変更 


Q ©スイッチを 押し、 

設定したいコン□を選択ずる 

•コン□タイマー表示ランプび点滅します。 
0スイッチを押すごとに、表示ランプび 
ちコン□一奥コン□一左コン□…の順に 
切り替わります。 

•表示部に現在の設定び表示されます。 

湖期設定は120分、表示は卜•」です。） 



0 ©©スイッチを押し、設定時間を 
変更ずる 


異常過熱防止機能の自動消乂時間の変更 

Q 高温げめスイッチを押ず 

•高温炒め表示ランプび点滅します。 

参グリルタイマー表示部に現在の設定び表示 
されます。（初期設定は30分です。） 


点滅 



© ©©スイッチを押し、設定時間を 
変更ずる 


設定時間を減5したいときは… 

©スイッチを押すごとに、 

1三日分一9日分一8。分 
…3日分一2日分一1日分 
と、切り替わります。 

設定時間を増やしたいときは… 

©スイッチを押すごとに、 

10分-►含〇分- ► SO 分… 

8日分一9日分一12日分と、 
切り替わります。 



* 他のコン□も同時に設定したい場合は、〇の操作に 
戻り、同様の手順で設定してください。 


• ©または、©スイッチを押す 
ごとに、1日分一30分一1日分…と、 
切り替わります。 



0いずれかの操作ボタンを押ず 

•左コン□-ちコン□-奥コン□-グリルの 
いずれかの操作ボタンを押すと"ピー- 

ピ- " と日回ブヴーび鳴り設定完了します。 

•設定した時間を記憶します。 


0いずれかの操作ボタンを押ず 

•左 コン □-ち コン□- 奥 コン □-グ IJ ルの 
いずれかの操作ボタンを押すと"ピー- 

ピ- " と日回ブヴーび鳴り設定完了します。 

•設定した時間を記憶します。 



設定後は、操作 
ボタンを消乂位置 
に戻してくださし、。 



設定後は、操作 
ボタンを消义位置 
に戻してくださし、。 


^※設定の過程で1分 iU 上何も操作をしないと、その時点で"ピー.ピー…"と5回ブザーが鳴り、自動的に ^ 
設定完了します。その時点の設定を記憶します。 
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42 ぺージ 
のつづを 


※図は強乂カノ（ーナびち側の機器の場合です。 


⑨各種設定を変更ずる 


湯沸かし機能の保温あり/なしの変更 


タイマー終了時のお知！5せ音の変更 


0 0スイッチを押ず 

•湯沸表示ランプび点滅します。 

•グ IJ ルタイマー表示部に現在の設定び表示 
されます。（初期設定は〇,こです。） 


Q @スイッチを押ず 

•揚げをの表示ランプび点滅します。 

参グリ j レタイマー表示部に現在の設定び表示 
されます。（初期設定は1(ブヴー）です。） 



© ©©スイッチを押し、設定時間を 
変更ずる 


@©@スイッチを押し、音の種類を 
変更ずる 


参0または、©スイッチを押す 

ごとに 、 on (オン）- ► 〇/-(オフ）… 
と、切り替わります。 

CM こ（オフ）：保温なし 
CM1 (オン） ：保温5分間 


参©スイッチを押すと、 

1(ブヴー）一2 (メ□ディ）と、切り 
替わります。 

参〇スイッチを押すと、 

2 (メ□デイ）一1(ブヴ ー） と、切り 
替わります。 



0いずれかの操作ボタンを押ず 

•左コン□-ちコン□-奥コン□-グリルの 
いずれかの操作ボタンを押すと"ピー- 
ピー…"と日回ブヴーび鳴り設定完了します。 
•設定した保温時間を記憶します。 


0いずれかの操作ボタンを押ず 

•左コン□-ちコン□-奥コン□-グリルの 
いずれかの操作ボタンを押すと"ピー- 

ピ- " と日回ブヴーび鳴り設定完了します。 

•設定したお知らせ音を記憶します。 


設定後は、操作 
ボタンを消乂位置 
に戻してくださし、。 


設定後は、操作 
ボタンを消乂位置 
に戻してくださし、。 




^※設定の過程で1分 iU 上何も操作をしないと、その時点で"ピー.ピー…"と已回ブザーが鳴り、自動的に " 
設定完了します。その時点の設定を記憶します。 ^ 
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き種設定の額 (カスタマイズ機能） 

い ※図は強乂カノ くーナびち側の機器の場合です。 


r を6に安ぶ1モード J 


簡単操作でさらに安/こ\設定をご希望されるかたにおすすめです。 

一度登録すると設定を記憶しますので、ご使用のたびに登録する必要はありません。 


初期設定（解除した場合） 設定した場を 


適応機能 

変更内容 

消し忘れ消义機能 

(6 ぺージ） 

すべてのコン □30 分 

異常過熱防止機能 

(6,26ぺージ） 

1己分 


適応機能 

変更内容 

消し忘れ消义機能 

(6 ぺージ） 

すべてのコン□120分 

異常過熱防止機能 

(6,26ぺージ） 

30分 


• 「さらに安/こ\モード」を解除すると、カスタマイズ機能で設定した「タイマー終了時のお知らせ音」外 
の機能び工場出荷時の設定に戻ります。 （41 ページの初期設定に戻ります。） 


r さ5にをむモード J の設定•解除のしかた 


〇ガス检を閉じ、ずべての操作ボタンが消乂位置に戻っていることを確認ずる 

©①標準コン□の操作ボタンを押し、点乂位置にずる 

⑤ずぐに標準コン□の操作ボタンを戻し、消乂位置にずる 



■"膠化 卜 


* ]0秒経過すると、 
設定でさずに通常の 
使用状態に戻ります。 



©高温げめスイッチを長押しずる （3 秒 m 上） 

• 「さらに安/こ\モード」び設定または、解除されます。 

* © の操作から] 0秒経過すると、設定準備でさずに通常の 
使用状態に戻ります。 



[ 初期設定（解除した場合） 

心 一 

設定した場合 1 

"ピー•ピ ’と日回ブヴーび 1 

鳴り、表示部（〇/-)び点滅す 

ると、 r さ S に安ぶぶード J 

び解除されます。 

1 

1 

メ□ディび流れ、表示部（〇。）び 1 

点滅すると、[さ S に安|なモード J 

び設定されます。 

(初期設定は〇/ 二 です。） 

田 

1 


•己秒経過すると表示部び消灯し、設定変更び完了します。 

•設定と解除は同じ操作ち法になります。 

•さらに安/こ\モード設定後、乾電池を交換してを設定は記憶されています。 
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日常点検とお手入れ 

•日常の点検-お手入れは必ず行ってください。 

•ご使用上支障がない場合でも、安/こ\してより長くご使用いただくために年に1回程度の定期点検を 
おすすめします。 （有償） 


A 注意 


(S 

禁止 


〇 

必ず行つ 


■機器を水につけたり、水をかけたりしない 

不完全燃焼-故障のおそれびあります。 

■スプレー式の洗剤はスプレーで直接洗剤を機器にかけない 

機器内部に洗剤び入ると、部品の作動不良や、腐食の原因になり、 
安全性を損なう可能性びあります。使用する場合はスポンジや巧に 
含ませてから使用してください。 

■点検-お手入れの際は必ず手袋をして行う 

手袋をしないでお手入れすると機器の突起物などでけがをすることび 
あ0ます。 


0 



おねがい 


•点検とお手入れはガス栓を閉め、機器び冷えてから行ってください。 

(機器び冷えるまで時間びかかります。） 

•故障または破損したと思われる場合は使用しないで<ださい。 

•取りはずした部品は落とさないようにま意してください。けびや破損の原因になります。 

•工具を使用しての分解は絶対にしないでください。 

• 「故障かな？と思ったら」を参照していたださ、処置に困る場合はお買い上げの販売店かお近<の 
パ□マにご相談ください。お客様自身での修理は絶対にしないでください。 

\_ J 


点巧のポイント 


•点検は常時行ってくださし、。 


機器のまわりに 
可 1 燃物等はありませんか？ 

機器のまわりに可燃物や障害物びないようにしてください。 

各部品は正しくセット 
されていますか？ 

バーナ丰ヤップ、ごとくなど左ち前後正しくセットされて 
いるか確認してください。 （1 8ページ参照） 

巧れていませんか？ 

煮こぼれやグ U ル使用後などで機器び巧れているとさはお 
手入れしてください。 

温度センサーを押し、スムーズに上下に動くか確認してく 
ださい。巧れびつまっていると動きび悪くなり、温度セン 
ヴーび正し < 働かない場合びあります。 

ガス臭くありませんか？ 

ガス栓を開け、ガス配管の接続部からガスの臭いびしない 
ことを確かめてください。 

乾電池は消耗していませんか？ 

操作ボタンを押してください。電池交換サインび点灯した 
とさは新しい乾電池と交換してください。 
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曰ち点検とお手入れ 


_お手入れのしかた_ 

お手入れの道具-使用する洗剤について 


お手入れには台所用中性洗剤をお使いください。 

洗剤は台所用中性洗剤を薄めて使い、お手入れの最後には必ず水ぶさし、乾いた布で/さ取り、水気や 
洗剤を残さないよラにしてください。コン□のお手入れには、使用に適さない道具や洗剤びあります。 


適しているをの 


a 


トツププレート（ガラス•ホー □ 一 ） のみ 


0 


《トッププレートじ(外には使用 
しないで < ださい。 


台所用 
中性洗剤 


やわ5かい 
スポンジ 


やわ5かい 
歯ブラシ 


やわ!5かい巧 


0 


メラミン フオーム 
スポンジ 


クリーム 
クレンザー 


X 適さないもの 


赞 


0 




スポンジ硬い面 


ナイ□ンたねし 


亀の子たわし 


金属たわし 


シンナー 酸性洗剤 弱酸性洗剤 

ベンジン アルカリ性洗剤 弱アルカリ性洗剤 

アルコール漂白剤 


•シンナー-ベンジンや酸性-アルカリ性洗剤などは 
機器の損傷の原因になります。 

•印刷•塗装面には、みびさ粉、たわしなど硬いちの 
を使用すると表面を傷付ける場合びあります。 
•スプレー式洗剤を使用する場合は、直接/5^さかける 
のではなく、スポンジなどに含ませてからご使用く 
ださい。 


クレンザー みがさ粉 歯みがさ粉 重曹 


直接かけて使用してはいけないもの 


スプレー式洗剤 



絶対に使用してはいけないちの 


可燃性スプレー 
浸透液 
潤滑剤 




おねびい 


•ご使用のつど、お手入れしてください。そのままにしておくと巧れび落ちにくくなり早く傷みます。 

特に煮こぼれをした場合はすぐにお手入れしてください。煮こぼれしたまま放置すると故障の原因になり 
ます。 

•道具や洗剤を目立たない部分で試してから、使用して<ださい。 

•食器洗い乾燥機で洗う場合、洗剤•食器洗い乾燥機の取扱説明書ちよく読み、使ってよい洗剤か確認して 
<ださい。 
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_ お手入れの準備_ 

①器具び冷めていることを確認する 
⑥ガスをを閉め、乾電池を取り外す 
③手袋をはめる 

取り外ずことのできる部品 


お手入れのとき、枠内に表示の部品は取り外して洗うことができまず。 

•バーナキャップ-ごとく •焼網などは消耗部品です。傷んだ場合は、交換してください。 
•お手入れの後は各部品び正しくセットされているか確認をしてください。 

「部品の取り付けと取り外し」 （17 〜19ページ） 



48 




































曰常点検とお手入れ (コン□まね D のお手入れ) 




お手入れは機器が冷え、 

ガスおを閉じ、乾電池を取り外し、 
手袋をしてか5行ってください。 


巧れた5そのつどお手入れしてください。 
お手入れ後は水気や洗剤を残さないように 
しっかりふき取ってください。 


ッププレート 


台所用中性洗剤や水を含ませた巧などの 
やわ!5かいもので巧れをふき取り、 
乾いた巧で洗剤や水気をふき取る 



グリル部/ 
グリル唐巧の 
お手入れ 


一己！.日2ぺージ参照 



巧れがこびりついたとき 


① 水で薄めた台所用中性洗剤で湿らせた 
キッチンぺーノ（一を巧れた部分にはり 
付ける 

② 汚れび浮きあびってきたらやわらかい 
布で/さ取る 


それでも巧れがとれないとき 


① くしゃくしゃにしたラップにクリーム 
クレンヴーを塗り、こする 

② 汚れび取れたら、やわらかい布で水ぶき 
し、乾いた布で仕上げる 


,※メラミンフオームスポンジやクリーム ' 
I クレンザーはトッププレートのガラスや' 
I ホー□一部分にのみご使用ください。 , 


ごとく -排気□カバー 


台所用中性洗剤で水洗いし、 
水気をふさ取る 


巧れが落ちないとき 


熱めのお湯をかけて浸し置さし、台所用中性 
洗剤で水洗いしてください。 

それでを汚れび落ちない場合は煮洗いして< 
ださい。 

① 大きな鍋に水を入れ、ごとくなどを沈めて 
乂にかける 

② 沸騰した状態で3日分ほど加熱し、巧れび 
浮さだしたら火を止める 

③ 十分に冷ました後スポンジなどで水洗いし 
水気をさ取る 



おねびい 


トッププレートには安全に関する注意ラベルびはり付けしてあります。はがれたり、読めなくなった場合は、 
お買い上げの販売店かお近<のパ□マまで連絡して<ださい。 

V _/ 
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機器表面-操作部 



部品の取り外しかた- 
取り付けかたは17ページ〜 
を参照してください。 


台所用中性洗剤を含ませたスポンジや 
巧でふき取る 

* 機器内部に洗剤や水気び入らないように 
注意してください。 



バーナ丰ヤップ 


洗剤で丸洗いし、乾いた巧でしっかりと水分をふき取る I 炎口が目づまりしていた！5 


♦表側の黒い部分はスポンジ などの やわらか いちので 台所用中性 
洗剤を使用して洗って<ださい。万一、黒い部分びはがれてを 
そのままお使いになれます。 


* 目づまりや巧れは点乂不良や不完全 
燃焼の原因になります。 

* 汚れびこびりついたとさは、つまよ 
ラじなどで巧れを取り除いてください。 



炎び店げ'ろいになったときは、 
穴や、みぞを歯ブラシやつま 
ようじなど先の細いをのなど 
で掃除してください。 



バーナ本体•バーナリング 


温度センサー 


やわ!5かい巧で表面の巧れをふさ取る 

* 洗剤び流れ込まないようにを意 
してください。 



変形しないように溫度センサーに片手を 
添えて水気を固くしぼった巧で頭部と 
側面の巧れをふさ取る 

* 汚れび付いていると 
温度センサーの感度 
び悪くなります。 

* 強い力を加えると 
温度センサーび変形 
して鍋底に密着しな 
い場合びあります。 



炎検出部-電極 


巧れや水気が付いたとさはやわ!5かい巧でふさ取る 

* 巧れや水気び付いていると点火しにくくなります。 


おねがい 


取り付け位置を動かしたり、キズを付けないでください。 

故障の原因になります。 

先端びとびっています。けびをしないようにを意してください。 



已〇 





















曰常点検とお手入れ (グリルまね0のお手入れ) 





お手入れは機器が冷え、 

ガス栓を閉じ、乾電池を取り外し、 
手袋をしてか5行ってください。 


巧れた!5そのつどお手入れしてください。 
お手入れ後は水気や洗剤を残さないように 
しっかりふき取ってください。 


部品の取り外しかた- 
取り付けかたは17ページ 
を参照してください。 



U ル唐巧（側面•お部） 


台所用中性洗剤や水を含ませた巧でお手入れできる部分の巧れをふき取り、 
乾いた巧で洗剤や水気をふき取る 


* 燃焼部（上火バーナ：天井部-下火バーナ：ち記表示部) 
には触らないでください。バーナびつまり、燃焼不良の 
原因になります。 

* 左側の燃焼部（バーナ）の炎検出部（立消え安全装置） 

と電極（点火プラグ）には触らないでください。位置び 
変わったり、傾くと点乂しなくなるおそれびあります。 


燃焼部は触らない 


I 炎検出部（立消え安全装置） 
電極（点火プラグ） 


グリル過熱防止装置 


よ5にしてください。 



燃焼部 
(下火バーナ） 


下火バーナ部拡大図 

r 

A 注意 


〇 

必ず行ぅ 

■点検-お手入れの際は必ず手袋をして巧う 

グ U ル庫内は特に突起物び多く、けびをしやすいため、 

必ず手袋をし、ま意してお手入れしてください。 

J 
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グリル受け皿 （クリアーコート) 
_焼網（フッ素コート）_ 


グリル受け皿台- 
焼網台•グリルサイドカバー 


お使いのたびに台所用中性洗剤で水洗いし、 
水気をふを取る 

* グリル受け皿は巧れたままお使い 
になると、こびりついた脂巧れび 
発火するおそれびあります。 

* 焼網に汚れび残っていると魚など 
の調理物びくっつさやすくなります。 



台所用中性洗剤で水洗いし、 
水気をふを取る 



クリアーコート/ 

フッ素コートについて 

•スポンジや布などのやわらかいをの 
をお使いください。 

•中性洗剤外の洗剤は使わないでく 
ださい。フッ素コートを傷め、シミ 
や変色の原因になります。 

•巧れたままにしておくとシミになる 
ことびあります。 

•長期間のご使用によりフッ素コート 
び変色することびありますびフッ素 
の効果には影響ありません。 


巧れが落ちないとき 


熱めのお湯をかけて浸し置さし、台所用中性 
洗剤で水洗いして<ださい。それでを巧れび 
落ちない場合は煮洗いして < ださい。 

① 大さな鍋に水を入れ、焼網などを沈めて 
乂にかける 

② 沸騰した状態で3日分ほど加熱し、巧れび 
浮さだしたら火を止める 

③ 十分に冷ました後スポンジなどで水洗いし 
水気をさ取る 


おねがい 


•使用直後、グリル受け皿や焼網を急に水で冷やさないでください。変形するおそれびあります。 
•焼網やグリル受け皿はナイ□ンたわしや金属たわしなど硬いちのでこすらないでください。 
表面のフッ素 コー トやクリ アーコー トびはがれる原因になります。 


グリル扉 


スポンジ、巧などのやわ！5かいもので巧れをふき取る 

•グリル受け皿台とグリル扉は取り外してお手入れでさます。 （19 ページ参照) 
•グリ；レ扉上面部の樹脂カノ く一は取り外すことはでさません。 


巧れが落ちないとき 


①水で薄めた台所用中性洗剤で 
湿らせたキツチンペーノ く一を 
汚れび目立つ部分にはり付ける。 
⑤ SO 分ほど置き、巧れび 
浮さあびってさたら 
やわらかい布で店、さ 
取る。 



おねがい 


•グリル扉のガラスには、みがき粉、金属たわし 
などを使わないでください。ガラスび割れる 
原因になります。 

•グリル扉は変形させないよラにしてください。 
特にグリ j レ受け皿台との固定部は変形すると 
グリル扉の閉まりび悪<なったり、外れやす 
くなります。 

V-/ 




















よぐあるご質巧 ( Q & A ) 


コン □ 



使用中に 
乂力が変わる/ 
消乂ずる 


原因 

処置方法 1 

1 参照ぺ-ジ 


ガス栓の開きび不十分だったり、閉じて 
いると点火でさません。 

ガス栓を全開にしてください。 

23 

乾電池び消耗している場合は点乂しま 
せん。 

新品のアルカ IJ 乾電池と交換してく 
ださい。買い置さの乾電池は自己放 
電により寿命び短<なっている場合 
びあります。 

20 

乾電池の取り付けび悪いと点火しない 
場合びあります。 

©©の向さに注意し、正しく 
セットしてください。 

20 

ノ くーナキャップの炎□び水滴や巧れに 
より目づまりしていると点火しない 
場合びあります。 

バーナキャップを歯ブラシなどで 
お手入れし、洗剤や水滴びないよ 
ラに乾いた巧でしっかり而いてく 
ださい。 

50 

バーナキャップやごとくび正しく取り 
付けされていないと点火しない場合び 
あ0ます。 

浮さや傾さのないように正しく 
セットしてください。 

18 

電極や炎検出部びめれたり、ちれたり 
していると点火しない場合びあります。 

電極-炎検出部をお手入れし、 

洗剤や水滴びないよラに乾いた布 
でしっかり而いてください。 

50 

配管内に空気び残っていると点火しない 
場合びあります。 

(朝一番や長期間使用しなかった場合など） 

点火操作を繰り返してください。 

14 

操作ボタンをいっぱいまで押していない 
と点火しない場合びあります。 

操作ボタンをいっぱいまで押し 
こんでください。 

24 

LP ガス使用の場合、 LP ガスびなくなり 
かけていると点乂しないことびあります。 

ボンベの交換をおおくのガス事 
業者に依頼してください。 

—— 

□ ックつまみび □ ックされていると 
点火でさません。 

□ ックつまみを動かして□ック 
を解除してください。 

23-24 

煎りわの料理*妙めわの料理など温度の 
高い料理や鍋のから焼さをした場合に、 
鍋などの異常過熱を防止するため、弱火 
強火と乂力を自動調節します。この 
状態び約30分^続くと自動消火します。 

鍋などの異常過熱を防止する機能 
び働いたためで、故障ではありま 
せん。高温炒めスイッチを押すと 
さらに高温で調理びでさます。 

26-41 

耐熱ガラス鍋* ±鍋*圧力鍋を使用する 
と安全装置び働さ、消乂することびあり 
ます。 

調理に適した鍋に替え、再点火し 
てください。 

22 

グ U j レ扉や機器下部のキッチンのキャビ 
ネット扉を速く開閉すると消火すること 
びあります。 

ゆっくり開閉してください。 

万び一乂び消えてわ、立消え安全 
装置び働さ、自動でガスを止めま 
す。 

14 

万一の消し忘れを防止するため、コン □ 
は点火後約120分^で自動消火します。 

操作ボタンを消火状態にしてくだ 
さい。再使用するとさは少し時間 
をおいてから点火してください。 

6-41 


已3 


※カスタマイズ機能-さらに安必モードで時間を変更している場合びあります。 





















































故障かな？と思ったら、次のことをお調べください。次の現象に当てはまらないとさ、また処置をしてちなお 
異常びあるとさは、お買い上げの販売店かお近くのパ□マまでご連絡ください。 


コン □ 


ご質問 


高温炒め機能 
を使用中に 
乂力が変わる/ 
消乂する 


鍋底がひどく 
焦げついて 
しまつた 


炎が安定しない/ 
炎の燃えかたや 
色がおかしい 


原因 

処置方法 1 

[参照ぺ-ジ] 


高温炒め機能使用中でわ、温度センサー 
び鍋などの異常過熱を防止するため、 

温度センサーの温度び上がり過ざると 
自動的に火力を調節したり、消乂します。 

再使用するとさは、少し時間を 
おさ、温度び下がってからご使用 
ください。 

26 


焦げつさ消火機能び付いていてわ、料理 
によっては焦げついてしまう場合もあり 
ます。水分び少な<、調味料の多い料理 
やカレー-シチューの再加熱には注意し 
てください。 

焦げつさやすい料理の場合、 

弱火で様テを見ながら調理して 
ください。 

23 

温度センサーや鍋底び巧れていたり、温度 
センサーと鍋底び正し < 接触していない場 
合、鍋の温度を正しく検知でさません。 

温度センサーや鍋底をお手入れ 
し、正しく接触させて使用して 
ください。 

21•已〇 

鍋底にこんぶや竹皮などをひ< と、焦げ 
つさびひどくなる場合びあります。 

とさどさかさ混ぜたり、乂加減を 
調節しなびら調理してください。 

—— 


バーナ炎□び巧れや水滴で目づまりして 
しぶと正常に燃焼しない場合びあります。 

ノ くーナキ ヤツ プを歯ブラシなどで 
お手入れし、洗剤や水滴びないよ 
ラに乾いた巧でしっかり而いてく 
ださい。 

50 

バーナキャップやごとくび正しく取り 
付けされていないと正常に燃焼しない 
場合びあります。 

浮さや傾さのないよラに正しく 
セツトしてください。 

18 

換気をしないと正常に燃焼しない場合 
びあります。 

使用中は窓を開けるか換気扇を 
回すなど換気をしてください。 

11 

窓から吹さ込む風やを暖房機の風、扇風 
機の風などび当たっていると、正常に燃 
焼しない場合びあります。 

炎に風び当たらないように使用し 
てください。 

11 

加湿器を使用すると水分に含まれるカルシ 
ウムにより炎びホくなることびあります。 

異常ではありません。 

—— 

グ U ル使用時にコン□を使用すると、焼物 
の煙に含まれる塩分などにより炎び赤く 
なることびあります。 

異常ではありません。 

—— 

乂力び変わるとさに炎び一瞬大さ < なっ 
たり、黄色くなる場合びあります。 

異常ではありません。 

—— 

消火後わ数秒間は炎□にルさな炎び残る 
ことびあります。 

消火操作後、コン□バーナ内に 
残ったガスの燃焼によるもので、 
異常ではありません。 

—— 

ご使用のガスの種類と器具び適合して 
いないと、ススび発生したり、炎びホく 
なる場合びあります。 

電池ケース内に貼り付けてある機器 
情報シールでガス種を確認<ださい。 
合っていない場合はお買い上げの販 
売店かお近 < のガス事業ち（供給業 
者）までご連絡ください。 

15 
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よぐあるご質巧 ( Q & A ) 


[コン □ 


原因 

処置方法 1 

1 参照ぺ-ジ 


コン□では焼網は使用しないでください。 
温度センサーび過熱し、自動消火します。 

焼さなすやちちはグ IJ ルで調理し 
てください。グ U ルに入りさらな 
い大さななすやパプ IJ 力などは、 

フオークや金串に刺して高温炒め 
機能を使用し、コン□上であぶり 
調理してください。 

9 

片手鍋やルさい鍋、軽い鍋などは温度 
センサーにより鍋び押し上げられ、傾く 
場合びあります。 

鍋の重さは食材を含んで300呂 
上を目安とし、不安定な状態で 
は使用しないでください。 

(重さは鍋や取っ手や形状により 
異なります。） 

♦ > 

12.21 



使用時 m 外に鍋な 
どを温度 センサー、 
上に置いていても P 
大丈夫？ 


温度センサー上に鍋などを置いていても問題ありません。 

長期間置いていた場合はご使用時に温度センサーびスムーズに動くことを 
確認してください。 


22 


ガスが流れない/ 
複数のバーナを 
点乂すると 
消乂してしまう 



コン□の配管内に空気び残っている状態 
でガス元栓を急に開けると、ガスび急に 
流れ、ガス元栓の安全装置び働さ、点乂 
しないことびあります。 


ガス元栓を一度閉め、再度ゆつ 
<り開けて<ださい。 

ガス元栓の安全装置び U セット 
されガスび正常に流れます。 


コンロ（機能選択モード) 


ご質問 

■ 

原因 

処置方法 1 

1 参照ぺ-ジ 


揚げちの温度 
調節機能 j 

揚げものが 
5ま<でさない 


調理油量や鍋の厚さ、大ささによっては 
油の温度び設定温度と異なる場合びあり 
ます。 

設定温度を調節してお使いくださ 
い。 

温度センサーや鍋底び巧れていたり、 

温度センサーと鍋底び正しく接触してい 
ない場合、鍋の温度を正しく検知でさま 
せん。 

温度センサーや鍋底をお手入れ 
し、正しく接触させて使用して 
ください。 


30 


10.21 

50 


湯沸かし機能 

お湯が沸かない/ 

お湯が沸いている 
のにお知5せが 
遅い 

ふさこぼれる 


熱いお湯をさらに沸かす場合や、湯量 
び多い場合、またはやかんの形状に 
より、沸騰する前に自動消火すること 
びあります。 

湯量を調節してください。 

温度センサーや鍋底び巧れていたり、 

温度センサーと鍋底び正しく接触してい 
ない場合、鍋の温度を正しく検知でさま 
せん。 

温度センサーや鍋底をお手入れ 
し、正しく接触させて使用して 
ください。 
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21-50 


已已 





































































故障かな？と思ったら、次のことをお調べください。次の現象に当てはまらないとさ、また処置をしてちなお 
異常びあるとさは、お買い上げの販売店かお近くのパ□マまでご連絡ください。 


コンロ（機能選択モード) 


ご質問 


湯沸かし機能 

お湯が沸かない/ 

お湯が沸いている 
のにお知5せが 
遅い 

ふさこぼれる 


炊飯機能 

ごはん、おかゆが 
うまく炊けない 




原因 I 処置方法 


やかんや鍋の種類や水量によっては沸騰 
のお知らせび遅れたり、而さこぼれる 
場合びあります。 

異常ではありません。 

やかんなどから水蒸気び出始めてから 
お知らせするまでに時間びかかること 
びあります。 

温度センサーび沸騰を検知する温 
度と見た目の状態では、ずれを感 
じることびあるかちしれませんび、 
異常ではありません。 

加熱中に而たの開け閉めや、水をかさ 
混ぜたり、鍋を動かしたりすると、温度 
センサーび正しく働かない場合びあり 
ます。 

沸騰するまでは、而たの開け閉め、 
水の追加、鍋を動かすなどはしな 
いで < ださい。 

水を入れ過ぎている場合、而さこぼれる 
ことびあります。 

やかんや鍋に入れる水量を調節し 
てください。 


炊飯途中で而たを開けるとうま < 炊け 
なくなります。 

調理び終わるまで而たを開けない 
ようにしてください。 

炊飯機能に適した鍋を使用していない 
とうまく炊けません。 

炊飯機能に適した鍋をお選びくだ 
さい。 

※炊飯専用鍋わ別売しています。 

無洗米は米粉び多<、米粉び底にたまる 
と生炊けの原因になります。また、水を 
加えると表面に気泡びでさるため水び 
吸収されにくく、うまく炊けないことび 
あ0ます。 

米粉び多く、水のにごりのひどい 
場合には表面の米粉を洗い流して 
ください。また、水を加えた際は 
底のちからやさしく数回かさ回し 
てください。 

洗米後、浸し時間び短いとおいしく炊け 
ないことびあります。 

約30分(上水に浸してください。 

炊さ込みごはんは、具の量び多すざると 
ラまく炊けないことびあります。 

具の量を加減してお使い<ださい D 

おかゆを炊く場合は途中でかさ混ぜると 
うまく炊けません。 

かさ混ぜると、焦げやすく、粘り 
び出て風味び悪くなります。 

調味料を入れてからおかゆを炊 < と 
うまく炊けません。 

おかゆに調味料を入れるのは炊飯 
終了後にしてください。炊飯前に 
入れると、表面に膜びでさうま< 
炊けないことびあります。 

温度センサーや鍋底び巧れていたり、 

温度センサーと鍋底び正しく接触してい 
ない場合、鍋の温度を正しく検知でさま 
せん。 

温度センサーや鍋底をお手入れ 
し、正しく接触させて使用して 
ください。 


参照ぺ-ジ 
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よぐあるご質巧 ( Q & A ) 


コンロ（機能選がモード) 


ご質問 ■ 原因 I 処置方法 I 参照ぺ-ジ 


(3 欠飯機能 I 

おかゆが 
ふをこぼれる 



鍋によっては而さこぼれることびあり 
ます 0 


火力を調節して < ださい。 

而たを少しずらすと而さこぼれに 
くくなります。 
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田リル 



調理がうま< 
でさない 


原因 

処置方法 1 

[参照ぺ-ジ 


ガス栓の開きび不十分だったり、閉じて 
いると点乂でさません。 

ガス栓を全開にしてください。 

37 

乾電池び消耗している場合は点火しま 
せん。 

新品のアルカ IJ 乾電池と交換して< 
ださい。買い置さの乾電池は自己放 
電により寿命び短くなっている場合 
びあります。 

20 

乾電池の取り付けび悪いと点火しない 
場合びあります。 

©©の向さに注意し、正しく 
セツトしてください。 

20 

配管内に空気び残っていると点乂しない 
場合びあります。 

(朝一番や長期間使用しなかった場合など） 

点乂操作を繰り返してください D 

14 

操作ボタンをいっぱいまで押していない 
と点火しない場合びあります。 

操作ボタンをいっぱいまで押し 
こんでください。 

40 

LP ガス使用の場合、 LP ガスびなくなり 
かけていると点火しないことびあります。 

ボンベの交換をおおくのガス事 
業者に依頼してください。 

—— 

□ ックつまみび □ ックされていると 
点火でさません。 

□ ツクつまみを動かして□ツク 
を解除してください。 

37 

グ U ル庫内にアルミはくなどのゴミび 
付着していると点火しない場合びあり 
ます 0 

手袋をし、付着しているゴミを 
取り除いてください。 

37 

グ U ル庫内び高温になっていると安全 
装置び働さ、点乂でさません D 

約5分ほど待ち、庫内の温度び 
下びってからお使いください。 

37 

解凍び不十分だと火のとおりび悪くなり、 
上手に焼けない場合や、安全装置び働さ 
消火する場合びあります。 

冷凍された食材はしっかり解凍し 
てから調理してください。 

38 

魚の大ささや数によってはラまく焼けな 
い場合びあります。 

魚の大ささや数に合わせて置く 
位置や置さかたを変えて < ださい。 

38 

みそ漬けやかす漬けの「みそ」や「かす」 

び多いとラまく焼けない場合びあります。 

みそ漬けやかす漬けの魚を焼< と 
さは「みそ」や「かす」を取って 
から調理してください。 

38 

グ IJ ル扉び確実に閉まっていないと焼さ 
色び薄かったり、中まで火びとおらない 
ことびあります。 

グ U ル扉を確実に閉めてお使い< 
ださい。 

39 
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故障かな？と思ったら、次のことをお調べください。次の現象に当てはまらないとさ、また処置をしてちなお 
異常びあるとさは、お買い上げの販売店かお近くのパ□マまでご連絡ください。 


グ U ル 


ご質問 

b _ J 

■ 

原因 処置方法 1 

I 参照ぺ-ジ 


煙やにおいが 
出る 


初めてグ U ルをご使用になられるとさ、 

煙やにおいび出ることびあります。 

庫内の部品に付着している加工油 
によるもので異常ではありません。 

グ U ル受け皿や焼網、グ U ルサイドカバ 
一び巧れていたり、脂分の多い魚などを 
焼いた場合は煙び多く発生しますので排 
気 niu 外からも煙び出ることびあります。 

異常ではありません。 

グ IJ ル扉び完全に閉まっていないと隙間 
から煙び出る場合びあります。 

グ U ル扉を確実に閉めて<ださい。 


乂力が変わ5ない^ 


グ U ルの火力を調節した際、炎の見た 
目の大ささはほとんど変化しません。 


異常ではありません。 


40 


点火時に 
操作ボタンか5 
手を放しても 
パチパチしている 


操作ボタンから手を放しても約7秒間 
パチパチと放電しています。 


確実に点火させるため、約7秒間 
放電するようになっています。 
異常ではありません。 


40 


[ wr こついて 


ご質問 


コン□の点乂 • 
消乂のとさに 
「ボッ」という 
音がずる 


使用中「シャー」 
という音がする 


コン□を使用中 
「カチッ」という 
音がずる 


点乂後や消乂後 
にをしみ音が 
ずる 


グリル使用中に 
「ポッ-ポッ」 
という音がずる 


原因 

処置方法 1 

1 参照ぺ-ジ 


点火*消火時に「ボッ」といラ音びする 
場合びあります。 

異常ではありません。 

—— 


燃焼中のガスの通過音です。 

異常ではありません。 

万びーガス臭い場合は使用を中止 
してください。 

—— 


火力調節するとさの機器の音です。 

異常ではありません。 

—— 


過熱や冷却により金属び膨張-収縮する 
音です。 

異常ではありません。 

—— 


点火した直後など庫内び冷えているとさ 
に発生する燃焼音です。 

異常ではありません。 

温まると音はしなくなります。 

—— 


已8 























































































よぐあるご質巧 ( Q & A ) 

L 百について 


ご質問 

■ 

原因 

処置方法 1 

I 参照ぺ-ジ 


ブザーが鳴り 
エラーコードが 


安全装置び働いています。 

「ブヴーび鳴つてこんな表示び 
出たら」を参照して処置してくだ 

点滅ずる 



さい。 


61 


ブザーが鳴り 
点乂確認ランプ 


操作ボタンを戻し忘れています。 

点火確認ランプび点滅していると 
ころの操作ボタンを押し戻して、 

が点滅ずる 



消火状態にしてください。 


62 


1その ■ 


ご質問 ■ 原因 処置方法 


点乂操作をすると 
全バーナが同時 


点乂操作するとすベてのバーナで同時に 
パチノ（チと放電するようになっています。 

異常ではありません。 

にパチパチする 


(コン□とグ U ルも同時に放電） 



グリルのみ使用 
していてち 
トッププレート 
が熱 < なる 



グ U ルからの熱でトッププレートび 
熱くなります。 


グ U ル使用中-使用直後はトップ 
プレートに触らないようにしてく 
ださい。 


グリル扉が 


お手入れのためにグ U j レ扉は外せる 

グ U ル扉をグ IJ ル受け皿台にしつ 

外れた 

V 

よラになっています。 

かりと取り付けてください。 


電池交換サイン 
が点なずる 



乾電池び消耗しています。 


新しいアルカ U 乾電池と交換して 
ください。 


機器や部品が 
変色ずる 


部品のまでや 
修理を依頼 
したい 


長年の使用で傷んでさます。 

異常ではありません。 

ごとく*バーナキヤップ*グ U ル 
排気□カバー*グ U ル受け皿- 
グ U ル受け皿台-焼網-焼網台は 
消耗部品です、傷んだ場合は交換 
部品をお買い求めください。 

シンナーやベンジン、酸性*アルカ U 
性の洗剤を使用すると変色する場合び 
あ0ます。 

お手入れの際は、台所用中性洗剤 
を薄めて使用し、お手入れの最後 
には必ず水ぶさし、乾いた布で而 
さ取り、水気や洗剤を残さないよ 
うにしてください。 


修理は、パ□マサービスコールセンター (00120-193-860) にて受け 
付けています。部品の注文は、お買い上げの販売店や、お近<のパ□マサー 
ビスセンターにて受け付けていますび、弊社ホームページ内公式部品サイト 
「パ□マ+プラス」でちお買い求めいただけます。 
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故障かな？と思ったら、次のことをお調べください。次の現象に当てはまらないとさ、また処置をしてちなお 
異常びあるとさは、お買い上げの販売店かお近くのパ□マまでご連絡ください。 


特にるい質巧をまとめました 


0調理中に勝手に义力がルさくなったり、 
W 大きくなったりする 



A ♦鍋などの異常過熱を防止する機能が働いたためで、 
故障ではありません。 

♦鍋の温度が安全な温度まで下がると再び強义 
(もとの义力）に戻ります。 



強乂 弱乂 強乂 


※この状態び約30分上続いた場合、または弱火状態でわさらに 
高い温度になった場合は自動消火します。 


一26ページ参照 


0 •点义操作をしても义がつかない 
W •手を離すと消义する 

•電池ケースの上にある「電池交換サイン」が点なしている 


A ♦乾電池が消耗しています。乾電池を交換してください。 
•乾電池の交換の目安は約1年です。 


乂がつかな<なつたとさ 
は「電池交換サイン」を 
確認してください。 


電池交換サインが点な 

※図は強乂カノ（ーナびち側の 
機器の場合です。 


一三日ぺージ参照 
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ブザーび鳴つてこんな表巧び出た5 

ブザーが鳴り下記のような表示が出る場合は処置方法に従って処置をしてください。 

♦下記(外のエラーコードび表示された場合は、使用を中止しガス栓を閉じた後、お買い上げの販売店かおおくの 
パ□マまで点検•修理を依頼してください。このとさ作業を円滑に行ラために「エラーコード」と「発生部位」 
の表示をお知らせください。 

* エラーコードは「00」「02」等の2巧の数字と発生部位の「0」「]」等の1巧の数字び交互に表示されます。 


ブザー音 

表示 

部位 

内容 

ブザー音なし 

電池交換サイン点口 


電池交換のお知らせ 



ク 

標準バーナ 

コン□消し忘れ消火機能の作動 



1 

異常過熱防止機能の作動後約30分^ ^経過 


n n 

3 

強火カバーナ 

コン□消し忘れ消火機能の作動 



異常過熱防止機能の作動後約3日分^ ^経過 



し! 

ルバーナ 

コン□消し忘れ消火機能の作動 



1 

標準バーナ 

天ぷら油過熱防止機能の作動 
焦げつさ消火機能の作動 



3 

強乂力 y くーナ 


IIP ► 

S ' 

ルバーナ 



5 

グ U ル 

グリル過熱防止装置の作動 

ピー（約4秒） 


/ 

標準バーナ 


11 一 

3 

強火力 y くーナ 

点火時に着火しなかった 


し! 

ルバーナ 



5 

グ U ル 




1 

標準バーナ 



/'? 一 

3 

強火カバーナ 

立消え安全装置の作動 


し! 

ルバーナ 



5 

グ U ル 



3 1 3E 

/ 

標準バーナ 



33 か.、 

3S W 

3 

強火カバーナ 

温度センサー-グリル過熱防止装置 


S ' 

ルバーナ 


1 1 -!•? 

5 

グ U ル 



1!:! 一 

n 

電モ部品 

電子部品の故障 




標準バーナ 


ピー(已回 ^2 

n 


強火カバーナ 

コン□タイマー終了 


ルバーナ 





グ U ル 

グリルタイマー終了 

ピー（曰回） 

10 ごはん表示ランプ点滅 

標準バーナ 

炊飯機能（ごはん）終了、むらし開始 

ピピッ （12 回） 

n 

標準バーナ 

炊飯機能（ごはん）終了、むらし終了 

湯沸かし表示ランプ点滅 

強火カバーナ 

湯沸かし機能の保温開始^3 

ピー（曰回） 



標準バーナ 

炊飯機能（おかゆ）終了 



強火カバーナ 

湯沸かし機能終了 


:カスタマイズ機能-さらに安モードで] 5分に変更している場合びあります。※2 :カスタマイズ機能でメ □デイに変更している場合びあります。 
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へ/^自動消乂した際に、操作ボタンを戻し忘れたまま 
\とぐ放置すると1分ごとにピー•ピー•ピーとブザー 
iSrJ が鳴り、戻し忘れた操作ボタンの点乂確認ランプ 
が点滅します。 


原因 

処置と再使用時の注意 

参照 

ぺージ 

乾電池の消耗 

新しいアルカリ乾電池と交換してください。 

20 

使用開始から約] 20分（またはカスタマ 
イズ機能-さらに安/こ\モードで設定した 
時間）び経過し、自動消火しました。 

操作ボタンを押し戻してください。 

続けて使用する場合は、少し時間をおいてから 
再点火してください。 

6 

調理油の過熱-焦げつさ-消し忘れ-から 
炊さによる過熱などで安全装置び働さ自動 
消乂しました。 

やけどに注意し、少し時間をおいてから再点火 
してください。天ぷら油過熱防止装置び作動し 
て自動消火した場合は、すぐに点火してを手を 
離すと火び消える場合びあります。 

6 

グ IJ ルのから焼さ-消し忘れによる過熱、 

連続使用-少ない食材による過熱で安全 
装置び働さ自動消火しました。 

グリル庫内が冷えるのを（約日分程度）待って 
から再点乂してください。 

37 

炎の吹さ消え、点火しなかった場合など 

周囲にガスびなくなるのを待ってから再点火し 
て < ださい。 

—— 

炎の吹さ消え、煮こぼれなどで安全装置 
び働さ自動消乂しました。 

周囲にガスがな<なるのを待ってから再点火し 
て < ださい。 

6 

炎の吹さ消えなどで安全装置び働さ自動消乂しました。 

部品び故障しています。 

ガス栓を閉め、使用を中止し、お買い上げの 
販売店または、おおくのパ□マまでご連絡く 
ださい。 

63 

設定した時間び経過し、自動消火しました。 

操作ボタンを押し戻してください。 

27-28 

40 

炊飯機能でごはんび炊さあびり自動消乂しました。 

むらしび開始しますのでそのままお待ちください。 

36 

炊飯機能でごはんのむらしび終了しました。 

操作ボタンを押し戻してください。 

36 

湯沸かし機能でお湯び沸さ弱火になりました。 

己分間保温しますのでそのままお待ちください。 

32 

炊飯機能でおかゆび炊さあびり自動消乂しました。 

操作ボタンを押し戻してください。 

36 

湯沸かし機能でお湯び沸き自動消火しました。 

操作ボタンを押し戻してください。 

32 


《3 :カスタマイズ機能で已分間の保温ありに設定している場合のみ 
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巧管と アフターサービス 


保管（長期間使わないとき）について 


•機器のガス栓を必ず閉めてください。 

•乾電池を取り外しておいてください。 

•お手入れしておくと次回使用ずるとさに便利でず。 （46 ページ参照) 


アフターヴービスについて 


点検•修理を依頼されるとき 


「故障かな？と思ったら」を見てもう一度確認していたださ、 
それでち直らないとさは、お買い上げの販売店かパ□マ 
サービスコールセンターまでご連絡ください。 

パ□マサービスコールセンターは 24 時間受付いたします 
ので、ご利用<ださい。 

なお、 アフターサービスを お申しつけのとをは 
ち記の内容をお知!5せ < ださい。 


f 1.ご住所•ご氏名•電話番号^ 

2-現象（できるだけ詳しく） 

3. 品名•器具名 

(電池ケースの裏側に表示） 

4. ご購入日•ガス種 

己道順•目標 J 


修理についての 
お問い合わせは 

パ□マサービスコールセンター 

0120 -193-860 

受付時間： 24 時間修理受付 

商品について不明な点はパ□マお客様相談室までご連絡ください。 

商品についての 
お問い合わせは 

パ □マ お客様相談室 

0己 2-824 -已145 

受付時間：平日 8: 3日〜18:日日 
(± •曰•祝曰•弊社指定定休曰を除く） 

干 467-8 日8日名ち屋市瑞穂区桃園町6番23号 


お近くの下記サービスセンターでのお問い合わせち受付しております。 

【各地区のヴービスセンター】受付時間：平日9 : 00-18 ： 30仕•日 • 祝日-弊社指定定休日を除く） 


ご相談窓口 

住所 

TEL 

FAX 

北海道 サービスセンター 
東化 サービスセンター 
首都圏 サービスセンター 
中曰本 サービスセンター 
近畿 サービスセンター 
中四国 サービスセンター 
九州 サービスセンター 

〒日日 1- 日日33札幌市：!ヒ区：!ヒ3 3条西 7 T 目]-] 

干983-日日41仙台市宮城野区南目館2 0 - ] 0 
干1 14-0015 東京都化区中里 3- 1 ]-9 大平中里ビル三階 
干 467-8 日8日名ち屋市瑞穂区桃園町目一 2 3 
〒巳巳日-日日13大阪市西区新町 3-13-2 日パ□マアワヴビル2階 
干 732-08 日4広島市南区西璧屋 3 T 目 8 - ] 2 
干812-日日16福岡市博多区博多駅南2 - 9 - ] 3 

01 1-726-2822 
022-239-1848 
03-68 已 8-8600 
〇已 2-824 -已] 0] 
06-6 已 34-67 己] 
082-262-8341 
092-472-0924 

01 1-736-7374 
022-238-0838 
03-68 已 8-860] 
〇已 2-824 -已38已 
06-6 已 34-67 已已 
082-263-2400 
092-471-8400 


* 住所-電話番号などは変更することびありますのであらかじめご了承<ださい 


ガスの種類び変わるとさ 


ご贈答、転居等によりガスの種類び変わるとさは、ガス器具の調整び必要となりますので、 
お買い上げの販売店かお近<のパ□マまでご連絡<ださい。この場合、費用は保証期間中でち 
有償となります。 


補修用性能部品の保有期間について 


補修用性能部品は当製品製造打ち切り後、己年間保有しております。 
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別売部品のごあんない 


次のような別売部品を用意しております。下記は代表例です。 

防熱板は「設置について」 （16 ページ)を見て、取り付けかたを確認してください。 
詳細はお買い上げの販売店かお近<のパ□マまでおたずねください。 


曹 


炊飯専用鍋 

3合炊さと日合炊さを 
ご用意しています。 



パ□マ専用クリーナ 

ごと<などの頑固な巧れ 
を落とすのに使用します。 


両面焼用 
グリルパン焼皿 



部品名 

希望小売価格 
(税込） 

部品名 

希望小売価格 
(税込） 

防熱板 A 

¥3,990 

炊飯専用鍋 【 PRN -31(3 合炊き)】 

¥ 己，040 

防熱板 B 

¥3,67已 

炊飯専用鍋 【 PRN -52 (5 合炊き)】 

¥ 己，040 

防熱板 S 

¥3,990 

両面焼用グリルノ くン焼皿(取っ手付さ） 
【 PBP -1】 

¥4,410 

パ□マ専用クリーナ 

¥1,260 

格子状焼網 【 PCN -1】 

¥3,990 



※価格については変更する場合びありますのであらかじめご了承ください。 


お客様にて取り替え可能な消耗部品のごあんない 


バーナキヤップ、ごとく等び長年のご使用で傷んだ場合にはお買い求めください。 


部品名 

希望ル売価格 
(税込） 

部品名 

希望ル売価格 
(税込） 

ごとく（左ちコン□用） 

¥1，己7已 

焼網 

¥2,41已 

ごとく（奥コン□用） 

¥ 1，470 

焼網台 

¥840 

バーナキャップ（強火カコン□用） 

¥1ぶ9已 

グリル受け皿 

¥2が0 

バーナキャップ（標準コン□用） 

¥1,995 

グリル受け皿台 

¥1，890 

バーナキャップ（奥コン□用） 

¥ 1,470 

グリルヴイドカバー（左ちセット） 

¥1，050 

グリル排気□カバー （2 個使用） 

¥己 25(1 イ固） 




※価格については変更する場合びありますのであらかじめご了承ください。 


お客様にて取り替え可能な消耗部品-別売部品のご購入について 


お客様にて取り替え可能な消耗部品-別売部品のご購入は、お買い上げの販売店かお近くの当社 
サービスセンター、または当社ホームページ内公式部品販売サイト「パ□マ+プラス」 化加:// 
www . Dalonna - Dlus . iD /) にてお買い求めください。お買い求めの際は、必ず電池ケースの裏側に 
記載してある器具名お知らせ<ださい。 


パ□マの部品販売サイト 

パ□マ+プラス 




パ□マ製品の消耗部品-別売部品をインターネット販売サイトよりご購入いただけます。 

http://www.paloma-plus.jp/ 
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仕様 


品 名 

PD - N 56 W-R - PD - N 56 W-L ‘ 

• PD-N 己 6 WV-R • PD - N 56 WV-L 

器具名 

PD - N 56 W -60 C - R/L 

PD-N 已 6 W -60 G - R/L 

PD-N 日 6 W -7 日 C - R/L 

PD-N 已 6 W -7 己 G - R/L 

PD - N 56 WV -60 C - R/L 

PD-N 己 6 WV -60 G - R/L 

PD - N 56 WV -75 C - R/L 

PD-N 已 6 WV -7 已 G - R/L 

型式名 

E 4-7-3 

E 4-7-1 

E 4-7-4 

E 4-7-2 

種 類 

両面焼さグ U ル付 3 □ガスビルトインコン □ 

点乂方式 

連続放電点乂式 

ガス接続 

Rcl /2 (メネジ） 

安全装置 

立消え安全装置-調理油過熱防止装置（天ぷら油過熱防止機能） 

焦げつさ消火機能*消し忘れ消火機能-グ U ル過熱防止装置-グ U ル排気□遮炎装置 

トッププレート 

60 cm タイプ 

7 己 cm タイプ 

の種類 

八イパーガラスコート 

ガラス 

八イパーガラスコート 

ガラス 

質量（本体） 

2 己. Ok 呂 

22.7 kg 

26.6 kg 

23.3 k 呂 

外お寸法 
(機器最大） 

高さ 273 mm X 幅己 97 mm X 奥行 563 mm 

高さ 273 mm X 幅 740 mm X 奥行己 63 mm 


使用ガス 
ガスグループ 

ガス消費量 kW 

標準バーナ 

強乂カバーナ 

ルバーナ 

グリル 

全点乂時 

都 

市 

ガ 

ス 

用 

12A 

S .7 己 

3.91 

1.21 

1.88 

8.87 

13A 

2.9 己 

4.20 

1.30 

2.02 

9.52 

LP ガス用 

2.9 己 

4.20 

1.30 

2.02 

9.52 



6已 









































外お寸法図（単位： mm ) 

◎ トッププレート幅 60 cm タイプ 
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1 巧址言 I 


品 名 


ガスビルトインコン □ 

PD - N 56 W-R • PD - N 56 W-L • PD - N 56 WV-R • PD - N 56 WV-L 


このたびは当社製品をお買い上げいただきましてありびとラご 
ざいます。この保註書はお客様の正常な裳^•用が態において 
万一機器本体び故障した場合には、本着の記載内容で無料修理 
を行うことをお約束するものです。 

《無料修理規定》 


嘴。 

:意 KI 
ドの議 


に従った正常な設置’使用 
盲店かお近くのパ□マび無 


1 . 取扱説明書、本体貼付けラベル等のを意 
状態で故障した場合には、お買い上げの 
料修理致します。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お買い上げの販売店 
かお近< のパ□マにご依頼の5え、本書をご提示 < ださい。なお、離島 
および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には出張に要す 
る実費を申し受けます。 

3. ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

4. ご贈答品等で本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご 
依頼でさない場合には、お近くのパ□マへご相談ください。 




已.保証期間内でち次の場合には有料修理になります。 

(イ）取扱説明書によらないでご使用になったり使用上の誤りおよび不当 
な修理や改造による故障および損傷 

{□) お買い上げ後の取付場所の移動（取付工事依頼の必要な機器の場合）、 
落下等による故障および損傷 

(八）公害、乂災、水害、地震、落雷、凍結等の天災地変、ねずみ-鳥- 
<を-昆虫類の侵入、異常電圧（電気部品搭載の機器の場合）、供 
給事情（燃料-給水等）などによる故障および損傷 

(二）一般家庭用外（例えば、業務用使用、車輛、船舶への搭載等）に 
使用された場合の故障および損傷 

(ホ）本書にお買い上げ年月曰、お客様名、販売店名の記入擦印のない場 
合、あるいは字句を書さ替えられた場合 

(へ）消耗部品の取替えおよび保守等の費用 

(卜）本書の提示びない場合 

6. 本書は日本国内においてのみ有効です。 

(This warranty is valid only in Japanj 

7. 本書は再発行致しませんので、紛失しないよラに大切に保管してくだ 
さい。 


お客様 

お名前 様 

保証期間 

お買い上げ 年 月 曰か51年 

ご住所干 

販売店名 

店名 

住所 

お電話 

電話番号 


な巧含巧 パ ng 


干 467-8 日8日名古屋市瑞穂区桃園町6番23号 
TEL 052 (824) 5145 



修理記録 


年月曰 

修理内容 

サービス 員® 

















* この保証書は本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修理をお約束するちのです。この保証書によって保証書を発行している 
を（保証責任者）、およびそれ！;(外の事業をに対するお客様の法律上の権利を制限するちのではありません。なお、保証期間経過後 
の修理等についてご不明の場合は、お買い上げの販売店かお近<のパ□マにお問い合わせ<ださい。 

* 保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくはアフターサービス欄をご覽ください。 



38868110001 


24.8. ① KI 38 86811 




















































